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上記の大会の開催について，次の要項が決定し
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詳細については次号に掲載いたします。

「地学教育」に投稿される方へお願い

0 必要事項を記入した「原稿送付状」を必ず付して P

さい。原稿送付状は請求下されば送ります。

0 査読用および印刷途中の紛失事故などに対処するた

め，お手数ですがコピー〈縮少でも可〉を付して下さ

し、。

0 最近はワープロによる原稿が多くなり係としては歓

迎しておりますが，ワープロ特有の誤字に注意して下

さい。 25字づめで，字聞はなるべくつめ，行聞はなる

べくあけて印字して下さい。

0 図・表の説明は挿入個所に書いて下さい。 〈後にま

とめて書いたり，原図に書きこまない〉図表の大小に

関係なく行聞を数行あけておいて下さい。図はそのま

ま版をとりますから原図は完全原稿で願います。編集

委で写植はできません。 とくにコピーの線の「かす

れJなど凸版にすると目立ちますのでご注意下さい。

なお，著者のミスで凸版をとりなおした場合は代金実

費をいただきます。

0 大きさが数cmたらずの小さい図はコスト高になりま

す。小さい図はいくつかまとめて製版できるようにご

配慮願います。図および表の文字は 7ポイント〈本文

の文字よりやや小さい〉ぐらいに縮少いたします。

図・表の左右の長さは7佃または14cm仕上りが望ま

しいので作図のときご配慮下さい。

。ワープロ印字の原図の場合，製版図がしばしばかす

れることがありますので，なるべく濃く印字下さい。

O 投稿規定では， 「原著論文・総説は刷上り16ページ

以内となっておりますが，内容によっては8ページ，

12ベージにつめて頂くことがあります。とくに図版．

図，表，写真は精選して下さい。

会費納入についてお願い

本年度分の会費4,000円をご納入下さい。送金

は，振替口座東京6-86783をご利用下さし、。な

お，前年度分の会費未納の方がまだおられます

が，本年度分ととも現金書留で至急お送り下さる

ようお願いいたします。

会費は6月末ごろまでに納入いただきたし補

助金が支給されるまで印刷費その他の支払に因る

ことがありますのでご協力下さい。また，会費の

納入率が悪いと補助金の申請にも支障をきたしま

すのでよろしくお願いし、たします。
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堆積環境観察学習のための基礎的研究〈第一報〉
やばせ

一大山北麓八橋治岸沖の現生有孔虫群集一

竹ノ内誠一＊

1. はじめに

地学分野で「地域素材の教材化」を目指す場合，当然

のことながら，その地域の地質的特性に大きく左右され

る。本論で問題とする大山の北東山麓，倉吉地域は，東

西にのびる鳥取県のほぼ中央部を占め，新生代地質区で

はいわゆる山陰グリーンタフ地域にはいる。倉吉周辺を

とりまく地質構成は，おもに基盤岩の白亜紀一古第三紀

の花闘岩や酸性火山岩類，鮮新世安山岩や玄武岩類およ

び更新世大山火山噴出物からなる〈鳥取県教育研修セン

ター， 1983）。地表ではこれらの比較的単調な風化した

露頭が広がるだけで，生徒たちが興味をもちやすい含化

石海成層を欠き，筆者にとって思うような地史的教育効

果の期待できる教材が得られなかった。

ところが，倉吉市街地の北東，海岸平野の東端東郷池

には，古くから西岸に浅津温泉，南岸に東郷温泉があ

り，温泉に関係した各種の試錐がその付近で、実施され，

そのコアー（岩芯〉の第四紀海成泥には有孔虫個体が含

まれている。しかもこれの生層位学的研究が一切なされ

ないまま廃棄処分されている。汽水湖である東郷池（面

積約 4.lkmりは日本海から分離した海跡湖とされてい

る（鳥取県教育研修センター， 1983）が，これの形成過

程を詳しくたどる上でも徴化石によるコアーの検討は不

可欠であると考える。幸いにも検査ずみの試錐コアーは

手に入れやすく，軟弱な第四紀海成泥からの小型有孔虫

個体の抽出も高校生には容易であり，それの処理，分

類，計測などの室内作業を通して地史学的・堆積環境論

的意味を体験させることができる。このようなわけで，

試錐コアーと双眼実体顕微鏡さえあれば，実験室にて簡

単に教材化することができると考えた。しかし，教師側

の準備として，これだけでは不十分である。顕微鏡下で

みる化石というものは，あっと驚かせて感動をよび教育

的効果をあげることも期待できるが，それだけでは地史

学的意味にまで理解を広げるには十分ではなし、。つま

＊鳥取県立倉吉西高等学校

1990年3月15日受付 6月4日受理

り，有孔虫とし、う動物が現在の海でどういう生態をとっ

て生息していあか， eそして無数の遺骸を今も近くの海底

に，時間とともに累積していることを教師自身のまず実

践を通して，生徒に提示できるデータと分類上の指標種

となる個体標本を整備してお「かなければならなし、。

また，日本周辺海域に分布する現生有孔虫群集につい

ては多くの報告があるが，海岸砂をも含めた浅海域につ

いては，わずかに八丈島（Ucmo, 1952), 和歌山県

泊岸（Ucmo, 1962）および吐曙刺列島（KuwANO,

1856）などの報告があるにすぎない。山陰地方泊岸では

INOUE (1989）が島根県沖の大陸棚～大陸斜面の底生有

孔虫群集について報告しているだけであり，鳥取県泊岸

の現生底生有孔虫群集に関する報告はない。

このような理由から，上述の試錐コアーの教材化に入

る前の予備研究段階の第1報として，倉吉海岸平野の西
やばせ

端，東伯郡東伯町八橋沿岸から真北に3,000m沖までの

5地点（図 1）から筆者が採集した底生有孔虫群集を扱

ったわけで、ある。生殻と死殻を識別した種組成，個体数

をあげ，その頻度分布と水深や底質との関係について若

干の考察を行った。諸先生からの御批評を賜われば幸い

である。

なお，本論の内容は，平成元年度鳥取県内地研究員と

して金沢大学加藤道雄助教授の御指導のもとでまとめた

成果の一部が骨子となっている。

2. 試料およびその処理

採集は1989年 6月13日に行った。表層堆積物は，水深

Om  （汀線〉から27mまでの 5地点で採集した（図 1'

表 1）。 3地点（採集地点 3' 4' 5）は船上で採集し，

採集位置は手持ちの小型羅針盤で 3方向の方位を求めて

決定した。 5地点とも小型簡易採泥器で採集し，表層堆

積物〈体積にして約 10ml）を中和ホルマリンと少量の

炭酸水素ナトリウムを加えて保存した。この試料は研究

室において 200meshのふるいで水洗した。残、査をロー

ズベンガルの水溶液中（約 0.5 g/l）に一昼夜放置して

原形質の染色を行った。これによって生きていた有孔虫

殻，つまり生殻は赤く染まり，死殻とは区別できる。そ
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図1 試料採集地点 (1～5）の位置

の後十分に湯洗して余分の染色液を取り除いた後乾燥し

た。処理の終わった試料は分割器で、 1/32～1/62に分割

し，少ない試料からll買に各地点ごとに，生殻と死殻をあ

わせた総個体数が 200個体になるまで拾い出した。すべ

て底生有孔虫であり，浮遊性有孔虫の産出はなかった。

これらの分析結果は水深，海岸からの距離，底質などと

ともに，表 1および表2にまとめて示した。

3. 有孔虫分布の特徴

以下表 1および表2の内容について若干の考察を行

う。

ここで取り扱った有孔虫群集は，未決定種を含め39属

63種に分類される。 10mlの表層堆積物中に含まれる生

分割した試料2つを合わせた試料中から，つまり1/32

分割した試料中から有孔虫 119個体を得た。もう一方

の1/32分割した試料をさらに分割していき，有孔虫81

個体を抽出し合わせて 200個体を得た。そこではじめ

に抽出した個体数119を32倍して総個体数3,808個体を

算出した。

生殻と死殻を合わせた総個体数は，地点 3と4でそ

れぞれ3,808個体， 2,816個体と多いが，他の 3地点は

ー桁少なく472～648個体しか産出しない。この数値を

比べると，地点 3と地点 4のものが突出して大きし、。

底質の粒度が多少他のものより細粒であることから，

個体数の差が生じたものと推定され，今後ほかの海底

で調べることがあれば，水深4～15m程度で細粒砂の

底質のところは注目すべきことを示唆しているかも知

れない。

種数においては底質に関係なく水深を増すごとに，

また，岸からの距離が大きくなるにつれて増加傾向に

ある。細かくみると，地点 1・2について差はないよ

うであるが，地点 2・3・4・5は，それぞれほぼ10

種ずつ種の多様性を増している。

生殻の個体数については，死後移動の問題を含むの

でその値が小さくても，死殻とちがった評価をすべきで

あると考える。もちろん，わずか5地点ほどの報告なの

で、断定した解釈は差し控えたい。実際に拾った 200個体

のなかでみると，表1および表2に示すように，地点 1

・2・3ではほぼ10個体前後であるが，地点4では20個

体，地点 5では72個体が発見され10%から36%へと急増

している。

まず最初に地点 5での分布についてみると， 200個

体で2桁の出現総個体数（T）をもっ種， Hauerina

fragilissima, Quinqueloculina compta, Q. spp., 

Triloculina tricarinata, Amρhistegina radiata，お

よび Hanzawaianipponicaには例外なく生殻を伴って

いる。このほか出現総個体数が10個に達しなかった種で

殻と死殻を合わせた総個体数（BenthonicPopulation) も，高い生殻数をもっている種としては， Textularia 

は次のような手順で算出された換算数で、ある。すなわ れrimbαensis,Gavelinoρsis praegeri, Neoconorbina 

ち，地点 3では1/64分割した試料から抽出を始め， 1/64 stachi, N. terquemiおよび Rosa/inα austraisなど

表 1 試料および底生有孔虫分析結果

Sampring Distance Depth Sediments Benthonic Population Number Ratio(%) of 

Point from [m] in 1 Orn I -sediments 。f 才otalLiving 

beach !ml 
Species 

1 。 。 Medium Sand 472 1 3 7.0 

2 20 1 .2 Medium Sand 648 1 4 6.5 

3 500 4.0 Fine Sand 3808 22 4.5 

4 1200 1 5 Fine Sand 2816 31 10.0 

5 3000 27 Coarse Sand 512 42 36.0 
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表2 4鳥取県八橋治岸沖の底生有孔虫群集の分布

Samolina Point 1 2 3 4 5 

Spe土、ミミ Distance from beach [ml 。 20 500 1200 3000 Deoth fml 。 壬.2 4. 0 15 27 Total (T) /. Livina (L) T L T L T L T L T L 

Glomaspira gordialis (Jones and Parker) 
2 ユCribrostmoides carariensis (d’O工bigny)
♀ 2 Spi工oplectammina ・ sagittura Pefrance 

1 口 ユ 。Trocamina sp .• 
ユ 。Gaudryina spp. 
3 2 Textuユaria )<erimbaensis Said 
5 5 T. neorugosa Thalmann l 。
l 。T. orbica Lalicke工 andMcCuユユoch
2 2 T. sp. 
1 ユ

Spirolocullna angulata Cushman 
ユ 。 l 。s. foveolata Egger l 。

Hauerina fragilissima (Brady) 
1 。ユ2 4 Heteriユユina sp. 
2 。Mass.iユ.ina inaequalis Cushman 

2 2 Quinqueloculina boueana・ d’Orbigny 5 1 3 。 2 。 2 。Q. co町ipta Cushman 
2 。 17 6 Q. parkeri (Bradyl l 。 1 1 Q. seminula (Linn ) 

3 1 Q. yabei Asano 
ユ 。Q. spp. 

1 。 1 。 6 。16 。21 3 Miliolinella circularis (Bornemann) 
1 。 5 ユPyrgo ezo Asano 
ユ l Triloculina insignis Brady 

1 。 1 。T. rotunda d • Orbigny 
2 。ユ 。T. cf. rotunda d’Orbigny 1 0 エ ユT. tricarinata d •orbigny 

11 2 T, trigonula (Lamarck) 
2 。Spirosigmoilina sp .A 

2 。 5 。Pseudohauerina ornatissima (Karrer) 
l 。, Polymorphinidae gen. et sp. indet. 
ユ 。Parafissurina sp. 
2 l Bolivina difformis (Wilユiamson)
2 。B. hadai Uchio 
2 ユB. robusta Brady 

1 0 Cassidulinidae gen. et sp. indet. 
l 。Bulimina rnarginata d・Orbigny

l 1 Bulimine工la elegantissima (d’Orbigny) 
3 l Reussella aequa Cushman and McCulloch 
ユ 。R. spp. 
2 2 Eponides orientalis Asario 

2 。 1 。E. repandus (Fichtel and Moll) 4 l 2 ユ 2 2 2 ユGavelinopsis praegeri (Heron-Allen and Earユand)
ユ 。 7 ユ 9 5 Neoconorbina stachi (Asano) 

7 4 N. terquemi (Rzehak) 
ユ 。 9 4 Rosaユina australis (Parr) 
1 。 6 5 R. bradyi (Cushman) 3 。 l 。 3 。 4 ユ l 。R. sp. 

4 。Glabrateユユa australensis (Heron-Alユenand Earユand) 1 。 7 。10 。 2 ユG. cf. australensis (Heron-Aユユenand Earland) ユ 。
G. subopercularis (Asano) 1 。 2 。G. spp. 

1 。 5 。Pseudoparrella naraensis .Kuwano 
2 2 Cibicides ユobatulus (Walker and Jacob) 

2 。 4 3 c. refulgens Montfort 1 。 2 。 5 。 5 。 3 ユc. spp. 
1 。 3 1 Caribeanelユa ogiensis (Matsunaga) 

2 。 3 ユc. sp.A 
3 。 1 。c. spp. 

4 2 P lanorbulina rnedi terranensis d’O工bigny
1 。Cymbaloporetta bradyi (Cushman) 

1 0 百 2 Amph工stegina radiata (Fichtel and Moユ1) 64 4 103 5 27 。ユユ l 14 2 Pseudononion japonicum Asano 
ユ 。Heterolepa subhaidingerii (Parr) 2 2 3 2 l l Hanzawaia nipponica Asano 

2 口 12 4 Buccella rnakiyamae Chiji 8 ユ 4 。 3 。 1 1 Ammonia ketienziensis ( Ishizaki) 
2 。 4 。Pararotalia nipponica (Asano) 107 5 62 4 ユ16 4 94 9 3 1 Eユphidium craticulatum (Fichtel and Mo工1)

ユ 。E. cf. c工aticuユat~m (Fichtel and Moll) 
1 。τ】p． c工ispum ( linn ) ユ 0 13 1 8 1 4 0 3 0 【4胸 ・ ベenseni (Cushman) 

1 0 1 。 1 。
Counted Number 200 ユ4 200 13 200 9 2 OD 2 0 200 72 

Ber.t~ O了~ic Pooulationユn 1 Omi sediments 472 33 64 8 42 3808 171 2816 281 512 184 



144ー（4) 〔地 学 教 育

Sampling ・point 

Distance from beach ( m) 

Het~olepa sリbhaid1nge「II

Buc早ella makiyamae 

Eponides 

Amphistegina 

Pararotalia 

Elpnidium 

Glabratella 

Cibicides 

Quinquelocul1na 

Rosalina 

spp. 

radiata 

nipp.onica 

spp. 

spp. 

spp. 

spp. 

spp 

Gavelinopsis、、 praegeri

Caribeanella. spp 

Hanzawaia _n1pponica 

Neoconorbina 

Hauerina fragil1ss1ma 

spp 

LEGEND 

Arenaceous Foram 

。！の

Cコ
0 0 ..., -

I I I I 11  I 

Eコ。。
』a 0 

o.n -
I I I I I 1 I 

o
o
o
n］

φ
 

し

φ
八一

E
＼ 

＼ 

4ζ三＝．』

4♀yP…ce of living Specimens 

図2 主要な底生有孔虫種の産出頻度分布 〈広； 200個体中の含有%〉

（・ん）
60 

40 

20 

。



43巻， 5号， 1990J ( 5 )-145 

凶版 1



146-( 6) 

図版2

C地学教育



43巻， 5号， 1990〕

をあげることができる。また，生殻数は低いが，これの

みで出現総個体数が代表されている種としては， Crib-
rostmoides carariensis, Textulm’ia orbica, Massili-

na inaequalis, Bulimina marginata, Reussella spp. 

および Pseudoραrrellanaraensisなどがある。しか

もこれらは，地点 5で始めて出現してきたものである。

以上のように生殻・死殻の共産関係をみてくると，有孔

虫の生息域と遺骸域とはそう大きくずれているように見

受けられなし、。また死殻だけで、生殻のない種でも，その

死殻数は最多で5個程度が 1種だけであり，この点でも

よそから大量に移動してきた個体が混合しているとは考

えられない。

つづいて地点4では，種数31, 200個体中生殻は 20個

体である。ここで目立つ種は，総個体数の47%，生殻の

45%を占める Pararotalianiρρonica である。生殻・

死殻の共産関係をこの種だけに限って考察すると，死殻

が最も累積されていることから，この種の生産量が最も

多いという事を示しており，生息域を遺骸域とがほぼ重

なっていると推定される。出現総個体数2桁の種の中

で Amρhisteginaradiataだけは， かろうじて 1個の

生殻を伴うが，ほかの 2種， Quinqueloculinaspp. と

Glabratella australensisは，それぞれ16個， 10個の死

殻のみで生殻を伴っていなし、。これだけを額面どおりに

受け取ると， 上述の Pararotaliaの場合とは異なり，

別の場所の生息地から死後移動してきた死殻ということ
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調べればよいことになる。

4. おわりに

鳥取県倉吉地方の汽水湖，東郷池周辺で実施されたま

錐コアーで，捕捉された第四海成堆積物の有子L虫宮

教材化する前段階の予備研究として，本論では，東伯郡
やはせ

東伯町八橋沿岸の汀線から沿串沖の5地点から検出した

有孔虫群集について，生殻と死殻を区別してその分布の

特徴を調べた。この現生群集は39属63種に分類され，そ

の定量的分布は，岸からの距離，水深，底質とともに表

1および表2に示した。

二・三の新知見について述べると，岸からの距離3,000

m，水深27mと最も沖の地点 5では， 種数， 生殻数と

も最大値を示したが，表2の最下限に示した換算総個体

数では，最多地点は 5ではなく，これより浅く岸に近い

地点 3であった。すぐ脱落する原形質をもった生殻が，
守

汀線の波打ちぎわの地点 1で見付かったのは新知見であ
電

った。またこの地点 1の種組成が，岸から距離500m,

水深4mの地点 3の組成ときわめて近似していることも

興味深い成果であった。

析し虫削減材化にむけての展示用，また指標匙

して新鮮な現生種標本を沢山準備することができ，初期

の目的をほぼ達し得たものと考えている。

今後，鳥取県沿岸域の有孔虫群集の分布状況を詳細に

明らかにするために，さらに調査域を拡大して調査中で
になる。しかし，速断はできないが，この地点4では死 ある。

殻のみで生殻を伴わない種が多いようである。これの解 謝辞
釈は差し控えた＼，、が，地点 5とはちがし、多少生息域の不 本研究を進めるにあたり，金沢大学教養部加藤道雄助
安定さを示唆しているかも知れない。 教授には種の同定を始めとして，多大なる御指導，御援
地点 1・2・3についてみると，種組成など類似して 助を賜わった。また広島大学名誉教授・武庫川女子大学

いる点が多く，生殻についても10個体前後を伴ってい 多井義郎教授，金沢大学教養部高山俊昭教授，大場忠道
る。この 3地点で共通して圧倒的に産出しているのは， 教授には有益な御教示と御助言をいただいた。鳥取県東
Amρhistegina radiataと Pararotalianipρonicaの 伯郡赤碕町別所岩田憲昌氏には，試料採集に協力してい
2種である。その生殻もほぼ出現総個体数に準じて高い ただいた。金沢大学教養部鈴木三男助教授には，図版の
含有率を示している。この両者で出現生殻：の 44%から 写真作成において御援助をいただいた。ここに記して深
69%までを占めている。表2の中の主要な種について 甚なる感謝の意を表する。
200個体中の含有%をもとに作成したのが図2である。 引用文献
なかでも水深Omの汀線にある地点 1，つまり，海岸砂 INOUE, Y., 1989 : Northwest Pacific foraminifera 
中の種組成が，岸から500m 沖の水深4mの底質中の有 as paleoenvironmental indicators. Sci. Reρ．， 
孔虫組成と大きな差はなく類似していて，しかも原形質 Inst. Geosci., Univ. Tsukuba, Sec. B, vol. 10, pp. 
を保った生殻が14個も含まれていた事実は，将来の調査 57-162, pls. 18-33. 
に面白い示唆を与えるものと思われる。 KuwANO, Y., 1956 : Foraminifera Invertebrate 

もし，この事実が山陰のほかの海岸にも適用できると fauna of the intertidal zone of the Tokara 
すれば，岸から沖へ500m離れていて水深数mの底質中 Islands，迎. Seto Mar. Biol. Lab .. Pub., V. 5, 
~有孔虫組成は，そこの海岸の波打ぎわの砂を採集して no. 2, p. 273-282, 1 text -fig., pls. 18-20. 
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鳥取県教育研修センター， 1983：鳥取県野外学習指導テ

キスト第2集一一天神川流域とその周辺一一一． 1ー

207. 

Demo, T., 1952: Foraminiferal assemblage from 

Hachijo Island, Tokyo Prefecture, with descri-

ption of some new genera and species. Japan
. 

]our. Geo!. Geogr., v. 22, p. 145-159, 3 text-figs., 

図版 1

1 a, b, c. Cymbaloρoretta bradyi (Cushman) （× 

81) st. No. 4 

2 a, b. Amphistegina radiata (Fichte! and Moll) 

（×41) st. No. 2 

3 a, b, c. Heterolepαsubhaidingerii (Parr) （×81) 

st. No. 2 

4 a, b, c. Hanzawaia nipρonica Asano （×81) st. 

No. 5 

〔地学教育

1 tab., pls. 6, 7. 

一一一一一一， 1962 : Recent Foraminifera thanatocoen-

oses of. beach and nearshore sediments a
long 

the coast of Wakayamaken, Japan. Seto Mar. 

Bfol. Lab., Pub., v. 10, no. 1, p. 133-144, 1 text 

-fig., 2 tabs. 

図版2

1 a, b, c. Buccella makiyamae Chiji （× 81) st. 

No. 1 

2 a, b, c. Ammonia ketienziensis (lshizaki) （× 

162) st. No. 4 

3～5. Pararotalia niρponica (Asano) （×81) st. 

No. 3 

6 a, b. Elphidium crispum (Linne) （×41) st. 

No. 2 

竹ノ内誠一：堆積環境観察学習のための基礎的研究〈第 1報〉大山北麓八橋沿岸沖の現生有孔虫群集；地学教育

43巻， 5号， 141～148.1990. 
宇 iませ

〔キーワード〕 鳥取県東伯郡東伯町八橋沿岸，現生有孔虫，教材化，堆積環境，高校

〔要 旨〕 鳥取県倉吉平野の汽水湖，東郷池周辺の試錐コアーの第四紀海成堆積物の有孔虫類を教材化し，東郷

池の第四紀地史および堆積環境を学習させる前段階として，筆者は，大山北麓，東伯町八橋沿岸から 3凶沖ま

での 5地点の海底表層堆積物を採集し，これから生殻・死殻を識別した 39属 63種の底生有孔虫群集を検出し

た。優占種の生殻・死殻分布を水深・底質などとの関係で考察し，生徒の学習展示用となる新鮮な指標標本を

獲得できた。

Seiichi TAKEN OUCHI : A Study on the Student’S Observations of sedimentary environments
 (Part 

1) : Recent foraminifera from the nearshore s
ediments off Yabase coast along the north

ern foot 

of Mt. Daisen, Tottori Prefecture : Educat. Earth Sci., 43 (5), 141～148, 1990. 
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課題研究のためのコンター作成ソフトウェアの開発と

その利用

榊原保志＊

1. はじめに

教科書の中で出てくるコンターマップ（等値線図〉は

地図における等高線，天気図における等圧線，地震の等

震時線など特有の呼び方をされるが，平面状に分布した

各地の気温や雨量とか， C02や NOx濃度など，一般に

ある量がXY平面上の各地点で連続的に変化している場

合，それらの量の関係を図示するには優れた方法であ

る。まず中学校1年生の社会で等高線から地形断面図を
作成させ，コンター〈等値線〉の意味を学習する。さら

に中学校2年生の理科で各地の観測値より等圧線を引

き，中学校3年で等震時線を引く実習が設定されてい

る。ところが，コンターマップは同じ手続きで作図した

としても，人によっては遺った図ができあがったり，同

じ人でも時間をおけばかなり違った図になることもあ

る。すなわち手作業で作図する場合は再現性に問題があ

るため，作図の原理は理解できても，上手な図を描くた

めにはかなりの経験が必要になる。浦野・島貫 (1989)

は中学校理科教師の多くが実際に天気図を作成した経験

が乏しく，短時間に独力で‘満足のゆく天気図を描けない

4 

2 

1 0 9 

第 1図三角形ネヅ「！アークの万法

ことを指摘し，毎日放送されているラジオの気象通報の

気圧データを用いて，等圧線を作成するパーソナルコン

ピュータ用ソフトウェアを開発した。満足のゆく天気図

を完成するには気圧の値から補間し，等圧線を引けぽよ

いのではなく，風向との角度による等庄線の修正，等圧

線が前線を横切るところでの低圧部を内側にして折れ曲

がる工夫，高圧部・低圧部を忠実に表現するための工

夫，太平洋上に観測点がないための経験による等圧線の

修正等必要になる。模範となる天気図が必要ならば，気

象庁が毎日一定のスケジュールにしたがし、放送している

気象ファックス放送を受信することにより，プロが描い

た天気図をリアルタイムで利用できる。ところで，課題

研究の中でコンターマップを書かせるとき，模範となる

図は自作せざるを得ない。したがって，自分の調査地域

のコンターが簡単な手続きで作成できるソフトウエアが

あると便利である。本論で、は今回開発したコンタ一作成

ソフトウエアの特徴や使用法，さらに他の調査地域への

プログラムの移植法について述べ，最後に本ソフトウエ

アを利用した課題研究の例を紹介する。
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第 2図 メッシュデータの方法

＊東京都中央区立佃中学校 1990年4月9日再受付 4月26日受理
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2. ソフトウェア開発にあたって

2-1 システム構成

どの学校でも活用できることを念頭におき，パーソナ

ルコンピュータの機種はシェアの多いNEC製のPC9801 

とし，プログラム言語は MS-DOS版N88－日本語BASIC

(86）インタープリタを使用した。

2-2 作図のためのスキーム

コンターマップ作成のスキームに三角形ネットワーク

からコンターを引く方法〈藤井， 1983，木下， 1986）と

メッシュデータによる方法〈塩野ほか， 1988）がある。

前者の方法は観測値を結ぶ外周を凸多角形になるよう

にしてもとめ，内側の凸多角形との聞に三角形を作り，

ネットワークをつくる〈第 1図〉。後者の方法は対象エ

リアを分割して，メッシュを作り，観測点のデータから

格子点の推定値を加重平均により求める〈第2図〉。い

ずれの方法でも一辺をコンターが通るかどうかを次の式

より判断した。

[f (Xl, Yl)-c］・［ f (X2, Y2）ー c]<O (1) 

すなわち，辺の両端の値fと引こうとするコンターの値

Cの差の符号が異なる時，その辺をコンターが通ると判

断し，線分上をコンターが通る位置は両端の値に重みづ

けをして求める。このことを繰り返し，点を結んで線分

を引く。ただし， Xl, Yl, X2, Y2は辺の両端の座

標である。

前述のスキームの違いによるコンターの差を調べるた

め首都圏のアメダス地点におけるサンフ。ルデータを用い

て，三角形ネットワークによる方法で作成した場合（第

3図〉とメッシュデータによる場合（第4図〉を比較し

た。ただし等温線はどちらも 0.5 °C毎に引し、た。図か

らわかるように今回検討したスキームでは三角形ネット

ワークの方法による出力例よりメッシュデータによる方

が無理のない線が描けた。そこで，本研究ではメッシュ

データによる方法を採用した。

2-3 分割数と出力例

メッシュデータによる方法は対象エリアを適当な数で

分割し，メッシュを作る。そこで分割数を10, 15, 20, 

25と変えたとき，コンターにどのような影響があるか調

べた〈第4図〉。これによると分割数10の場合はコンタ

ーがギザギザしすぎるが，分割数を増やせばコンターは

滑らかな曲線になる。

2-4 分割数と計算時間

格子データを作成するとき多少時聞がかかる。そこで

分割数を 5から25まで5づっ増やすことにより，分割数

と計算時間の関係について調べた。ただし，計算に用い

〔地学教育

第3図三角形ネットワークの方法における出力例

Tこパーソナ／レコンピュータは PC9801VX21で，グロ

ックを lOMHzで使用した。第5図から判断して分割数

の2乗に計算時間は比例する。このことはつぎのように

考えられる。一辺を 3等分するとその辺の上にある格子

点数は4となり，縦横同じ数で分割すると格子点は全

部で16個になる（第2図〉。同じ方法で、n等分すると

( n + 1 )2の格子が得られる。そこで格子点の推定値の

計算時聞は同程度であるので，格子点の数と計算時間は

比例する。すなわち格子を細かく取れば滑らかな曲線は

描かれるが，計算に時間がかかってしまう。そこで適当

なところで分割数を決める必要がある。本研究では待っ

ていらいらしない時間を便宜的に 2分程度を限度と考え

25分割とした。もちろん，＿BASICコンパイラーやクロ

ックの大きなパーソナノレコンピュータを用いればさらに

計算時間は短縮される。ちなみに BASICコンパイラー

を使用して，分割数を25として計算すると格子点の推定

値の計算時間は49秒であった。

2-5 格子点の推定値の重みづけ

格子点の推定値は次の式のように全ての観測値を距離

を何乗かする値で、重みをつけた。、

ミ＞~ W;. 

子［（x-x;)2+(y-y；戸］＠
W=- ・・ (2) 

2J 1 
i [(x-xi)2牛（y-yi)2]@

ただし， i は観測点の番号， Xi，れはそれぞれ観測点の

座標， Wiは観測値， x, yは格子点の座標を表す。一般

に＠の値は観測要素により異なり，各要素により＠の値
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a 乱1=10 b お1=15

C 乱1=20 d M=25 

第4図 メッシュデータの方法における出力例 Ca.分割数10, b. 分割数15, c.分割数20,

d. 分割数25)

を決める必要がある。たとえば，気温の場合は経験的に

@=1がよいとされている。

3. 使用方法

ソフトウェアを立ちあげると，メインメニューが現れ

る。メニュー文は次の 8つからなり，コンターを描くだ

けなら②③④の順番で作業すればよいく第6図〉。以下

それぞれのメニュ一項目について説明する。

① 初期条件の設定

設定した観測地点数，観測地点の座標，分割数を修正
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秒 80~ 
唱と

40 ..・

20. ．・・ . ）ド・

。。 5 10 15 20 25 

分割数

第 5図分割数と計算時間〈使用ノξ ソコン： PC9801 VX 21, CPU : 

80~86，グロック： lOMHz，開発言語： MS-DOS 版N88－日本語BASIC

(86）インタプ．リタ， プログラムファイル名： SYU09.BAS, 観測地

点数：26)

~ 
y_ 1 jイ初期条件の設定｜

f－－⑪  

面の指示により入力する。作図が終わると，画

面のハードコピーをする。

⑤ データの保存

メインメニュー

第 6図本ソフトウエアーの流れ図

する。通常は設定どおり行うので，選択しなし、。

②観測データのキーボードから入力

スクリーンエディターによりカーソルの移動で、データ

入力ができる。

③ 観測日・時刻・気象条件などの入力

表示される画面の指示にしたがい条件を入力する。

④ ョγターマップの作成

画面に格子点の数が出力され，計算中に格子点の番

号， X,Y座標と推定値がつぎつぎに表示される。計算が

終わると，コンターの間隔，最大値，最小値，色，さら

にコンターを実線で，あるいは点線で引くかの条件を画

ファイノレ名は8文字以内で入力する。

⑥ データの呼び出し

⑦ データの表示・印刷

③ RS232Cによるデータ受信

ほかのパーソナノレコンピュータと R$.232.C

ケーブルで、接続じ，データを受取るためのサブ

ルーチン。たとえば，ハンドへルドコ γ ピュー

タ〈エプソン製 HC-40）で観測したデータを

受信することにより，データ入力の面倒やその

ときに生じる入力ミスも防げる利点がある。

4. 別の調査地区へのプロゲラムの

移植方法

1）背景グラフィックデータの作成

①調査対象の地図を用意し，それを CRTの画面程

度に拡大コピーする。

②調査地区全体がはし、る枠を決める。

③左下の隅を原点（ 0' 0）とする。

④方位とスケールを地図に記入する。

⑤たくさんの直線を組み合わせて背景を描くため，輪

郭の角張ったところに印をつけ，さらに曲線部は適当に

何ケ所か点を選び，印をつける。その点の位置を原点か

らのx, y座標として読み取る。

2）観測地点データの作成

観測点を決定し地図上に点を打ち，その座標を読み取
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観測地点 ：~

54.7 PRINT 日く二二 一二二二〉ド
調査地区名

11CO DAiA くこ〉 ， くご〉 ,c-) 
「 一 戸 一 、ー－’

観測地点の XB至機、 γj室有章、！tti.~ 名
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1sso: DATA f一－... ) ' （，....－「 ） • c－ヘ
ー~句、~－〆， ＇－、～ー＿ _,, 

宵 ． 号 グ ラ フ ィ ク ス を 直 線 で 渇 く た め の 折れ曲がった地点の Xti:得、 γ度 f輩、

量善後はその点が！？昔点になる場舌 l主” 1”、そうでない i罵詰ば”亡！”とする。

1 9：こ C C:ATAくこ〉，くこ〉，く二〉

第 7図 プログラムの移植のための修正方法

る。 マイナスの値を入力すると右にずれる

3）コンタ一作成ソフトウェアを立ちあげ，そのリスト

をとり，第7図に従ってプログラムを修正する。ただ

し背景のグラフィックスデータの入力順は線を引く順

番とする。

6）観測点を示す円が大きすぎる表示になるとき

344 CIRCLESCALE=180 

行数字を大きくすると観測点を示す円が小さくなる。

7）プログラムをセーブする。

4）プログラムを走らせ，スケールの位置を確認する。

行8976 LOCATE 25, 21 : PRINT”0 200m” 

スケールの大きさを意味する数値を決め，その数値の

座標を記入する。

5）観測点の画面での位置がおかしいとき，次のリスト

をとり，徴調整をする。

行320 DXE=-2 

5. 本ソフトウェアを利用した課題研究の例

5-1 作図の道具として

地学Eや選択理科における「課題研究」や「探求学

習」では探究の過程を重視し， 1回の観測だけではなく，

何回も観測を繰り返し一般性のある結論を追求する。同

一地区のコンターマップをヲ｜く作業に時間がかかりすぎ
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第8図学区域での地温調査における出

力例〈東京都中央区佃〉

ては，研究や学習がなかなか進まなし、。そこで，コンタ

ーを引く原理を十分理解している生徒には本システムを

作図の道具として活用させる。

①身近な環境を調べる

今までの局地気象の研究は研究者の住地から遠隔地な

ので長期的に解析された例は少ない。そこで調査対象が

生徒の住居の近くを設定することで継続的な7調査がで

き，発展的研究が可能となる（第8図〉。また，ローカ

ノレな気象は研究されているケースが少なく， 自分達が一

番最初に調べているという満足感がある。

②アメダスのような既存の資料を用いて

アメダス資料は自由に閲覧でき，データも豊富にある

ので，いろいろなテーマを設定で、き，突っ込んだ議論も

可能となる（第4図〉。

5-2 コンターマップの模範例として

観測を終えて結果をまとめる段階で，作図の模範例と

して本システムで描いた図を用いる。

①通常の授業の中で

通常の授業の中で気象観測実習を設定する場合，一番

身近なフィールドとして校庭がある。一般に地表近くの

大気の物理式は上層に比べ複雑であり，中学・校高生で

は難し＼，、。ここでは物理的な取扱よりも類似現象の一般

性を導き出そうという視点に立ち，課題研究をすすめる

（資料 1）。校庭の気温分布は晴の日に実習を行えば，

一般性があり，解析し易い（榊原， 1988）。

②近くの公園において

〔地学教育

第9図公園の気温分布における出力例

（東京都目黒区・三田公園〉

都会では公園は憩いの場であり，特に夏季の日中，公

園内部は涼しいと考えられる。このことを確かめるた

め，都立三田公園付近の1988年8月30日に公園内外の気

温分布を調べた（第9図〉。ここでは観測を終えて結果

をまとめる段階で模範例としてパーソナルコンピュータ

により描いた図を活用した。

7. おわりに

新しい教育過程において，課題研究的学習，野外観察

実習など発展的応用的な学習の展開が望まれている。そ

の課題研究の中で平面的に分布した結果を解析するす

にコンターマップを用いることはよく使われる方法であ

る。本研究では自分の調査地域のコンターが簡単な修正

で作成できるソフトウェアを開発し，それを用いた活用

例とその意義を紹介した。江田（1990）は新教育課程の

動向として各分野の指導に当たりコンピュータを効果的

に活用することを強調している。この情報化に対応した

地学教育の一つの方法としても本研究は位置づけること

ができる。

本論は1989年 CBI研究会の 7月例会において発表し

たものに加筆したものである。

謝辞

本論をまとめるにあたり筑波大学菅平高原実験センタ

ーの山下孔二氏には貴重なコメントをいただきました。

ここに記して謝意を表します。
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アスマン通風乾温計、コンビュータ（ PC9801）、ソフトウエアー

m) 

時ころ）

準備

作業

I 先生の話と地図から次のことを整理しましょう．

① 観測地域がどのような地区ですか（住宅地、商業地など）

どんなスケールで観測しますか。

いつ観測しますか。

どこで調べますか （ 

自分の観測する地点記号は何ですか。 （ 

（せいぜい

（だいたい

②

③

④

＠

 

｜！ 次のことをよく読んで観測をしましょう

＠ アスマン通風乾温計（測器）は体から躍してささえ、示度が安定するのを待

って、読み取る。 2-3分でだいたい安定する。

⑦ 観測値とその時の観測時刻をフィールドノートに記入する．そのとき温度環
境に影響のありそうなことがあれば記録する。

調査地域（；東京都中央区佃）

J ． 
K 

－ 

第 1図

Ill 教室に戻ってきて次のことをします。

＠ 自分遣のデータを黒板に記入する。

＠ ｛色の班のデータを衰に記入し、等温線を0.2℃毎記入する。

⑩ パソコンでコンター（等値線）を第3図に描いてみましょう。鉛筆で観測値
を観測地点の印の右ょに記入し、コンターを引きます。

⑪ パソコンを使って等温績を描いてみましょう。

1 ）パソコンに電源をいれ、等値線作成ソフトウエアー” RCコンター”を立
ちあげる。

2 ) SCHOPR09と入力し、リターンキーを押します。するとメインメニューが現
れます。

3 ）”2”を選ぴ、データを入力します．入力が終了したら ESCキーを押し、メイ
ンメニューに戻ります。

4）”8”を選ぴ、観測のコメントを入力します。

5）”3”を選ぴ、データを保存します．ファイル名は8文字以内で入力します．
6 ）”5”を遺ぴ、コンターの作図に入ります。

7)コンターを引くために必要なメッシュデータの計算が鍵わると、コンター
の間隔、最大値、最小値を入力します．さらにコンターを点舗で引く場合（;I;マイ
ナスを入力し、コンターの色番号を選択する。

8）プリンターに紙をセットし、画面の指示に従い”Y”を入力すると、画面のハ
ードコピーが始まります．ハードコピーが入らないときはそのままリターンキー
を押します

9）”9”を選択し、ソフトウエアーを終了させ、パソコンの電源を切ってくださ

ハ
H
e
l
－a

観測地点の位置と記号

校庭の気温分布を調べる実習プリント

第2図

資料1
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実践報告

岩石プレパラート作り実践指導

一一「多摩川研究」リポートと授業全般一一

増子

はじめに

1982年度から全員約480人に最少 l枚の岩石プレパラ

ート作りを課して 8年目になる。 10月の二学期中間考査

までの前期に 6～10組，後期に 1～5組を実施する。三

鷹高校正門から自転車で28分，調布多摩川原橋近くで野

外実習を行い，その際，採集した火成岩・閃緑岩で岩石

プレパラートを作る。岩石プレパラート作りは，流域観

察・水流水質検査・動植物観察等をそれぞれ上流と対比

して考察する「多摩川研究」リポートの中核をなしてい

る。こまかし、実践上の注意を中心に報告してみたい。

1 切断

(1) まず岩石切断機に岩石を固定する際，木片を

国定鉄枠と岩石との聞にクッションとしてはさむ＜図

1＞。ネジで締めた後，岩石そのものが手で動くか否

か。力を込めても動かないことを確認させること。固定

が少しでも甘いと，切断機の歯（ダイヤモンドホイー

ノレ〉が曲ったり，モーターに余計な負荷がかかり熱を多

くもつことになる。

(2）岩石の大きさは，こぶし大の大きさを必要とす

る。岩石固定鉄枠と切断機の歯との間隔は 1cm以上離し

ておくこと。生徒は欲張って岩石薄片〈チップ〉を切る

ため，歯で固定録枠の端を削ってしまったことがあるか

らである＜図 2＞。

(3）使用中はぬれ雑巾 3枚でモーターを冷し， 3分で

一度替えさせる。

(4）岩石薄片を約5枚切ったら，透明のふたの中を新

しいまたはきれいな雑巾でふくこと。これを怠ると不透

明なふたになる。

(5）雑巾はパケツの中でゆすぐこと。水のよごれに比

例して雑巾がきれいになる。今の生徒は流しの水を出し

ながらゆすぐ。これでは雑巾はきれいにゆすげないし，

＊東京都立三鷹高等学校

1990年4月15日受付 6月10日受理

正一＊

ふたもきれいにみがけない。

(6) 多くの生徒がし、るため切断機の順番が待てない男

子生徒は，やげん台，たがね，ハンマーで岩石を砕き，

適当な破片を見つけているく図 3＞。後は馬力の問題で

ある。鉄板とカーポランダム100番で，厚さ1.5cmの破片

を20分で4mmにする生徒もいる。岩石をハンマーで打

ち砕くとき，小破片に気を付け目を閉じること，地学室

でなく渡り廊下など人のいない場所を選ぶ，階下に音が

響かないようやげん台下に雑巾 6枚を敷くこと，後の清

掃等を条件に容認している。

2 研磨と接着

岩石薄版は薄い方が良いのだが， 2mm以内では切断

中に砕けやすい。 4mm程度が普通である。まず鉄板と

黒色カーボランダム 100番の粒の粗い研磨剤でジョリジ

ョリやる。力に比例して研磨は進む。風化している薄片

なら少し粒の細かい 300番から研磨した方が安全であ

る。厚さ 3mm近くになったら，ガラス板と白色仕上剤

1000番か1500番で，研磨していた面だけ 1～2分で仕上

げる。

板状のものを敷いて，焼台板と電気コンロ（lOOV-

300W～100V-600W）は＜図 4＞のように付けた方が熱

が強くて良い。最近は石でよごれを落しているため，焼

台の 4本の柱が外れ，焼台板を直接電気コンロに載せる

生徒が多くなった。水飴状のカナダパルサムから改良さ

れ，棒状固形のレークサイトセメントが最近の薄片接着

剤になっている。失敗したスライドガラスを利用し，予

備薄片で接着練習をすること。接着剤が簡単に、溶けるよ

うに焼台板を熱してから，焼台板上にスライドガラスを

置く。次に溶かした接着剤をガラス上に 4ケ所程点状に

つけ＜図 5＞，すぐに薄片を置き，一方のピンセットで

ガラスをおさえつつ，他のピンセットで水平にプレスす

れば気泡は追い出され，接着剤の黄土色も透明になる

く図 6＞。薄片を置いて約10秒が勝負どころで， 20秒以

上も焼台上だと焦げてしまうから，プレス直後にピンセ

ットでスライドガラスを取る勺
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2. 

接着後， 2本のピンセットを互いにこすって，先がベ

たつかないようにする。！焼台は硬い角のあるチャートで

傷を付けてよごれを落す。流しにこぼしてある黒色研磨

剤があれば，それを集めてこする。一人で焼台とピンセ

ットを使用するのであるから，洗いも一人でする。班員

の二人で使用するまでは許可できるが，三人以上では焼

〔地学教育

3 

岩石~片（づいγ7 ・J

7 

8 すをR民

予育tL d)不全

台のよごれがひどくなり無理である。焼台を使用前より

きれいにしたら，スライドガラスに接着させた薄片研磨

に進むことができる。

スライドガラスに接着させた薄片が 3mm以上なら，

最初の 4, 5分は鉄板と研磨剤 800番で始める。研磨は

進むが鉄板でほ薄片がはがれる心配がある。スライドガ
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とリポート中のプレパラート写真を眺めて言ったと

き， 「先生がもうカパーガラスをはってし、し、と言っ

たから付けた」と女生徒から文句を言われたことが

あるからである。偏光顕徴鏡で閃緑岩プレパラート

中の鉱物鑑定授業を 3時間も実施しているので，図

表のプレパラート鉱物写真を参考比較し，鑑定は生

徒がやらなければならない。ガラス板と 800番で研

磨を終了したら，白色仕上剤1000番又は1500番で約

2分間，表面の仕上げをする。カパーガラスを付け

る前の段階で写真撮影をしてもよい。

一方のピンセットで焼台の隅に置いてあるスライ

ドガラスをおさえつつ，溶かしたレークサイトセメ

上：プレパラ一ト ントをスライドガラス上の岩石薄片に， 2' 3ケ所

作成の道具一式 程点状につけた直後，カパーガラスを載せて水平に

左：岩石切断機 他方のピンセットでプレスする。セメントは透明に

ラスを持って研磨するのであるから。それで研磨に時間

を要するが安全な方法は，スライドガラスに付けた薄片

を，最初からガラス板と 800番で研磨することである。

これなら不器用な生徒でも安全だ。厚い薄片を薄くする

なら力が強ければ速い。しかし薄い薄片をより薄く，

0. 03mmの厚さにするには道主巴盤盟主主室主当夏主あ

り個人差が出てくる。多くの生徒は自分のスライドガラ

スを偏光顕微鏡で観察しぼんやりでも鉱物を発見する

と歓声を挙げる。更に研工5すれば，よりはっきりと鉱物

の形や境界線が出て，号事関もすっきりと見えてくる。表

面に付着している薄い袖土鉱物を取れてくる。即ち，偏

光顕微鏡で鉱物を確認しながら研麿を続けるのである。

その際決して生徒に「もうカパーガラスをはり付けても

よし、」と言ってはならない。成績が決まる瀬戸際は生徒

自身に判断させる。 「うーんやっぱり少し厚かったな」

なって広がり気泡も押し出される。カパーガラスは

薄いので生徒は破損しがちで，事前に注意しておか

ないと，一人で 3, 4枚破損する生徒が出てくる。

そのためスライドガラスだけでなくカパーガラスも

準備室に掲示されてある組別名票に日付を記入して

から取らせている。失敗は 2枚まで。さて薄片上に

カパーガラスを接着したならば，薄片をスライドガ

ラスに接着後，ピンセットと焼台の二度目の洗いに

入る。一般にプレパラート作りが下手な生徒は洗い

合格まで3回ぐらい「これでいいですか」と見せに

来る。腕力にも比例するので女生徒には厳しい。

洗いに合格した生徒のみに，糊，ハサミ，上質紙を

渡し，シールをはらせる。紙の角は 90。でなく＜図

7＞のように丸く切ればはがれない。年度別，組

別， 50枚入りプレパラート保存箱に，出席番号記入

と名票貼りを毎年ホームルーム委員がすることになって

いる。努力の結晶・完成プレパラートは永久に保存され

る。

地学道の原点は，焼台洗いに始まり焼台洗いに終

る過程にある。洗い合格と言われた生徒は名票に日

付を記入する。プレパラート 1枚につき，スライド

ガラスとカパーガラス接着時の 2回の洗いがある。

その際生徒が言ってはなはない二つの言葉は， 「シ

ール下さし、」，焼台の「このよごれは前からなってい

ましたJ，である。何故なら，焼台洗い合格の生徒

にシール用上貰紙，ハサミ，糊を渡すからであり，

焼台は使用する前より使用後の方が締麗にする鉄則

を実践するからである。尚， 1989年度から，これま

で4人の男子生徒が強力接着剤でカパーガラスを付

けて来た。止むを得ずシールを許可したが，接着年
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数の件で検討を要する。

3 片付け・清掃，作業時間と期間

生徒は授業中使用した70枚の閃緑岩プレパラートを，

10枚入保存箱A～Gの定められた向と場所に戻す。すべ

てのプレパラートに記号と番号を記しておく。番号の記

しである偏光顕微鏡20台も，戸棚の定められた向きと場

所に戻す。 （生物科から古い生物顕微鏡を20台借り，偏

光板を 100枚用意して鉱物濫定をやっている。〉すべて

向きと場所が決っていることを最初に示しておく。ノー

トに使用番号を書かせであるので，後日，同じプレパラ

ートと顕微鏡で観察できる。授業で片付けの習慣をつけ

させ，岩石プレパラート作りの要領を 1時間で実演して

みせてから作業をさせる。現在の研磨剤，仕上剤の入れ

ものは白色ピンであるが， 7年前まではカンであった。

そのカンの蓋を皿として使っている。地学室教卓戸棚

から， 100番， 300番， 800番， 1000番， 1500番のピンを

教卓上に置く。さじでピンからよそう時はこぼさない

が，余ったEの中の研磨剤，仕上剤を元のピンに戻す時

は必ずこぼすので，ピンに手を触れたら教卓上とピンを

雑巾がけし，雑巾をゆすぐことを最初に徹底しておく。

皿に残った研砦剤が 1mgでも戻す。多くの生徒が少しの

余りを流しに捨てたため，下水管に堆積し，水が流しに

あふれ流れなくなってしまったことがある。以後，清掃

時に忘れものの下敷を使って，流しの研磨剤を平べった

いカンに集め，焼台洗いに再利用する習慣が定着してい

る。電気コンロ，焼台， tレークサイセメント，さじ，

E，ピンセット，光源等，すべて戻すべき戸棚と場所を

全員に周知させておく。 1989年11月，再三の注意にもか

かわらず，一枚の匝の中に100番， 300番， 1500番の研磨

剤と仕上剤を一度に盛り放置したまま逃げた生徒がし、

た。自分から申し出れば，こういう行動をしなかった生

徒よりも良い人間になると諭して待った。申し出がなか

ったため，友として互いに注意しなかった連帯責任があ

（地学教育

るので， 6組～10組全員にマイナス 5点を伝えた。 6人 上：研磨と仕上げ 中：接着 下：焼台洗い

で班を構成しているが， l人のリーポトでも欠けると提 業終了して帰宅希望する生徒は，先に「帰るためこれか

出できない「多摩川研究」リポートは 200点満点であ ら2'4' 6をやります」と申し出をさせる。申し出をし

る。期末テスト 100点より重い。一個人の無責任が学年 ないでやった生徒には二度やらせる。地学実験室（通称

評価に関連することを生徒らは痛感したようだ。放課後 地学室〉の机は教卓を含め13あるうち， 2ケ分の机上雑

の地学室には 5クラスから60人近く来ている時もあるの 巾がけ。 4nfの床をはく。場所は地学室，廊下と陳列ケ

で，ガラス板，鉄板は 2人で 1枚使用となる。使用後は ース，準備室。特に教卓の下と教壇上。流しに落ちてい

水洗いして流しに板を立てて並べる。このようにどうし る主に 6mm以下の岩屑6ヶ以上を拾って不燃物用のカ

ても流しの研磨剤を集める必要が生じてくるわけであ ンに入れる。 6mm以上の大きな岩屑，糸屑，紙屑は拾

る。片付けが終ると次は清掃である。 いやすい。しかし流し栓ののすき聞は 6mmなので， 6 

まず全生徒に一枚ずつ雑巾を提供させる。放課後，作 rnm以内の小さい岩屑こそ流しがつまる原因になる＜図
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S＞。 2, 4, 6終了後，地学室使用ノートに，組，氏

名，作業内容を書き， 「2' 4' 6終りました。 1組，

三鷹一郎，さようなら」と挨拶させて準備室から下校さ

せる。申し出をして，挨拶に来るまで5分以上要し， 5

分以内は認めない。 「2, 4, 6」の申し出は下校時刻

10分前の 4時50分まで。それ以後は全員で 5時から清

掃。著者が片付け，清掃最終点検をして，合格したなら

ば，全員ノート記入と挨拶，準備室から退室下校は前述

通り。ノートは 4冊も用意しであり，プロ野球，マンガ

など地学と関係のないことも自由に書いである。

実習作業の時間帯は，ショートホームルームが 8時30

分からなので，朝7時から 8時20分まで，昼休みが12時

30分から13日寺10分なので，昼は12時30分から13時まで，

放課後は15時から17時までと決めている。地学室の廊下

の戸間の中に，赤色のひもをつけた鑓がある。早朝7

時，鍵で戸を聞け所定の位置に戻した生徒は，戸棚には

つである各組別名票に日付けを入れれば，平常点 1点が

与えられ，切断機順番，焼台，電気コンロ，等の作業道

具使用優先権が得られる。ショートホームルームが 8時

30分からなので，朝の片付けと清掃は 8時20分から10分

間以内に，昼の片付けと清掃は13時から10分間以内に，

在室作業生徒全員で行う。ただし，焼台使用は朝7時か

ら8時10分まで，昼は12時30分から12時50分まで，放課

後は15時から16時40分まで，焼台洗いほ20分間は必要だ

からである。

三鷹高校一年「理科 I」は生物2単位，物理 1.5単

位，地学 1.5単位となっている。 1988年度前期は10月28

日（金〉の二学期中間考査終了日まで。 6組～10組全員

の多寧n：実習は 4月23日（土）， 13時30分～17時。 6月

26日（日〉，奈倉・長瀞実習，マイクロパスで26名。「多

摩川研究」リポート提出日は 9月 9日〈金〉。岩石プレ

パラート作りと写真撮影は 5月17日から 6月30日〈金〉

の聞が主なる期間である。

後期は10月29日（士〉から 3月10日（金）三学期々末

考査終了日まで。 1組～ 5組全員の多空襲川実習は11月12

日（土）， 13時30分～16時30分。 11月27日（日〉，奈倉・

長瀞実習は希望生徒25名まで。 「多摩川研究」リポート

提出日は1989年 1月20日〈金〉。岩石プレパラート作り

と写真撮影は11月15日（火〕から12月 3日（土〉の聞が

主な期間である。後期の生徒は不利であるとし、う意識が

パネになっているためか， リポートの平均は毎年後期の

方が約5点程高くなってくる。

著者が紹介したので、あるが， 1988年度から風化してい

な1ぜ、花崩閃緑岩を求め大月市桑西の真木!II，五日市から

三頭山まで遊びを兼ねて採石に行く生徒が多くなった。

(21）ー161

岩石プレパラート写真撮影

1989年度も1988年度の実習作業期間，時間帯と同じよう

に進んで、いる。

4 写真撮影

まず授業で 1時間，撮影方法を指導する。その後，生

徒が自主的に実践する。アサヒベンタックス 4台，アサ

ヒベンタックス用分光器（アダプター） 4台，キャノン

アダプタ－ 1台，清光顕微鏡20台，光源 6台を用意し，

まずカメラのフィノレムの入れ方，取り出し方を説明。カ

メラと原伝説を接続するアダプターを付けて見せる。カ

メラのレンズば放置すると，塵が付着するのでケースの

中にしまうこと， IB{徴鏡接眼レンズを取りはずして放置

すれば筒の中に室が入る等，光学機器を扱う基本を教え

る。曇天時は光源を使用するが，写真が少し黄色になる

ので太陽光の方が本来の鉱物の色が出てよい。電燈光，

スライド映写機を光源として使用する時は雑市 3枚， 3 

分ごとに替えさせる。電球の寿命が｛音も増すからであ

る。最初に顕徴鏡で撮るべき鉱物，場所を決めておい

て，カメラを接続するよう指導する。移動小黒板iこカメ

ラ番号，生徒氏名，使用時刻，終了予定時刻を必ず記

入，一人でもグループでも最長40分を越えない， 40分後

カメラにフィルムを残したままの時，フィノレムを抜かれ

ること，終了後は自分の板書を消す，等を徹底させてお

く。生徒らは岩プレ作り以上に写真撮影の方がフィルム

を無駄にするなど大変であるという。

写真撮影の際ぽノ－ ］...にフィルム番号を先に記入して
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写真上：閃緑岩

（開放ニコル〉

同中：閃緑岩

（直交ニコル〉

同下：紅諜片岩

〔地学教育

おく。プレパラート中で，ーケ所につき少なくとも

二枚は撮る。開放ニコルと直交ニコル。まず無色鉱

物は開放ニコノレで透明。有色鉱物は開放ニコルで既

に茶，緑，黒，などの有色である。この基本を徹底

させておきたし、。無色鉱物を直交ニコルで見て，有

色鉱物と誤解する生徒が多いからである。石英は二

枚，開放ニコルで透明，直交ニコルではカラフルで

形不定形。斜長石は二枚，開放ニコルで透明，直交

ニコルではすかっとした男開があり双晶も見えれば

生徒もすぐ鑑定できる。次に有色鉱物である。黒雲

母は三枚，開放ニコルで二枚は回転させて濃淡の茶

色に変る多色性を確認するため，その後直交ニコノレ

一枚。角閃石は三枚，開放ニコル一枚，直交ニコノレ

二枚で消光角15°～35°を確認，努開120。は開放，直

交，常に分る。輝石は三枚，開放ニコル一枚，直交

ニコル二枚で消光角 45。を確認，即ち一回転で四回

同じ色を確認できる，男開 90° は発見しずらし、。そ

の他，真黒で角張った磁鉄鉱，黒雲母が風化した緑

泥石などは開放ニコルで一枚ずつ撮る。一枚の写真

の中に，無色鉱物と有色鉱物の種類が多い程，鑑定

するための写真枚数は節約できるわけである。三つ

の鉱物が鑑定できれば合格である。角閃石があるな

しなどの運，不運で成績は決まらない。上等岩プレ

は直交ニコルの石英でも色彩が少なく，鉱物の境界

も鮮明に見える。

5 「多摩川研究」リポート

岩プレ写真がリポートの成績に占める割合；工大き

い。それで、岩プレ作り，写真撮影などについて論述

してきたのであるが， リポートそのものについて簡

単に紹介しておきたい。まず多摩川実習の目的は次

の13点である。

ミ〉 河岸段丘の走向と傾斜を50m以上はなれて 6

ケ所以上計側する。

＠透明度 50m以上はなれて 3ケ所，石の重り

.；；；＿，レスベットヌ又ii's

ゑ工簾片易（聞旅ニコ，0
----－~~：：誌欽~

F 六やよニf〈・4 ニヌラ
品目ι←一片手里 シ

.：：：；.，；ど二，？,.g議完妥室長．
-..’之，，.；，，，，”J』r..＂＂，，？~』，，＿吾〕：－~－－・‘士
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＼去工廉万
…‘ ぅ片If.
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図：多摩川岸実習地点

調布多摩川の実習地（多摩川原橋の上から下流を望む〉

を紐で結ぶ。 50cmごとに赤印。 で，巨諜，大磯，中陳の数。調布と上流の川原と対比。

③水温測定 som以上はなれて 6ケ所，河岸と河の ⑧植物実物の葉，茎など 5種類以上をちぎってリ

中央，よどみでは違う。 ポート用祇にはりつける，図鑑で鑑定する。動物。昆

④流速計測 3ケ所，河岸でもダム近くと多車川原 虫，野鳥，狸，猿など小動物は望遠カメラで撮る，魚は

橋，京王鉄橋では違う。河の中央は速し、。平面図にベク 自分で釣り上げたのを魚拓に， 5種類以上。

トノレ矢印を入れる。 ⑨ 岩石鑑定班で8種類，閃緑岩，砂岩，チャー

⑤実習地の拡大平面図と断面図 多摩川原橋から何 ト，頁岩，粘板岩，石灰岩，磯岩，輝緑凝灰岩。数時よ

m，道から直角何mと計測。地図上に印を記す。 り笹尾根には結晶片岩。

⑥ リトマス試験紙で酸性（青→赤〉かアルカリ性 ⑫実習地パノラマ写真調布側から，多摩川原橋の

〈赤→青〉かを調べる。一例として，日原，調布，蒲田 上から，稲城側から，班員記念写真は証拠写真。

の水を 3cm小ピンに取り， リポートに付ける。 ⑬段丘露頭各地層の岩石（牒岩，砂岩，泥岩，凝灰

⑦わく法 1 nfでは時間不足なので4分の lの面積 岩〉の種類と堆積状態観察スケッチ。色，粒度，硬さ，
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貝殻などの化石の種類，柱状図と「地史」推論。

⑫流域観察定向配列，覆瓦状構造，河岸段丘， V

字谷，蛇行，断層，摺曲，節理，御岳小橋近くの欧穴，

五日市小庄秋川対岸スランプ構造，底痕。独創的仮説を

立てる。

⑬化石五日市館谷秋山弘、化石採集〈泥岩中に，

ウニ，蟹，貝，魚のうろこ，植物〉，博部落の鳥の巣式

石灰岩（フズリナ，シダリス〉。

以上⑬までの中，①～~の場所を地図の拡大平直図に

印する。

用意と準備は次の11点である。

① クリノメーターは証で 1ケ。

② 岩石，化石を入れる変。

③ カメラ，望遠カメラは証で一台。

④ 2omの紐に赤印を50cmずつ入れる。

⑤ 温度計，班で 1本。

⑥ リトマス試験祇，赤 5枚，青 5枚。

⑦野帳，マジック，色鉛筆。

⑧ 多摩川の調布と奥多摩の地図。

⑨ ハンマーとたがね。

⑮配布された実習プリント。

⑪ 巻尺，紐で代用しでもよし、。

以上⑪までの中，①⑤⑤$は学校で用意する。 1グラ

ス8班，班は原則 6人構成。自由に友を選ぶ。参考とし

て次の 8点を示す。

① 班で自主的に上流実習する。下流蒲田。

② 個人，任意グループで旅行先，田舎の河川研究。

③ アメリカのグランドキャニオン，オーストラリア

のアリススプリング，ヨーロッパのアルプス等から，岩

石のおみやげが届く。夏休み諸外国にホームスティする

生徒は，その土地で実習する。

④ 城ヶ島露頭堆積岩（凝灰岩三種，砂岩，シノレト

岩〉観察，地質断面図，柱状図， 「地史」推論希望生徒

には実習資料配布。

⑤ 実習後に，球形度，円磨度，肩平度を計測，多摩

川上流と調布を対比してグラフに。

⑥ 各岩石の密度計測，物理天秤とメスシリンダー使

用。

⑦閃縁岩は色指数 CJ~）を算出する。

⑧雲の写真を 2枚以上撮る，撮影場所，方向，期

日，時刻，種類，高度，気温，風向。

昭和57年度， 1年「理科 1」物地 3単位， 5クラス担

当した際， 「多摩川研究」リポート枚数は自由であっ

た。 10枚もあれば50枚もあった。上流実習はやる気のあ

る生徒らが自主的に始めた。当然，内容充実成績向上と

〔地学教育

なるため， 58年度からは殆んどの生徒が調布以外の，鳩

の巣，五日市，日原，丹波などへ。古里自然園，川井キ

ャンプ場宿泊，釣り，等。夏休み，友だちと観光的遊び

が目的でついでに地学である。最初に事故のないよう注

意しておく。すべて生徒自身の責任で自主的に行動す

る。跡は行く前より奇麗にして去るを徹底。 57年度リポ

ートの質は枚数に比例して高かった。それを聞いた58年

度以後の生徒らは， 80枚， 100枚， 150枚， 200枚以上と

枚数を増大させた。リポートの質に比例してないのが多

い。それで60年度から80枚に制限， 61年度は40枚， 62年

度は20枚，平成元年度は15枚に制限した。さすがの著者

にも疲労が蓄積してきたからである。最少 8枚である

が，過去に 1人だけいる。参考書丸写しは 1点にもなら

ず，実際の計測データー，現場写真でものを言うこと，

植物も実物主義。岩石破片をはりつけるため， リポート

用紙は図画用紙など強い厚紙使用， リポートの大きさは

制限してないので， B5は少なく， A4，わら半紙大B

4が多い。 63年度からA3, B 3大のも出てきた。

リポートの内容について要約を紹介しよう。結論を先

に述べると「生徒の意欲が正直に出てくる」ということ

である。リポートの題は「多摩川研究」以外に「奈倉・

長瀞研究」でもよい。調布多摩川，上流以外に自由に実

習リポートを加えている。 8枚から15枚と制限があって

も大きさに制限がないとなると，優秀リポートの生徒は

わら半紙倍B3の大きさ，堅い用紙を最初から使用して

くる。まず自主的に班で，個人で自由に実習を楽しんで

いる。五日市，大岳鍾乳洞，長瀞，三浦半島へと冬休み

しかない後期の生徒でさえ， 4ケ所も実習に行っている

班がある。そのよう班員のリポートは，堆積岩，変成岩

〈結晶片岩〉等，岩石も14種類に及ぶ。岩プレの種類は

閃緑岩に結晶片岩〈石墨，脆雲母，紅簾石，緑泥石，緑

簾石，絹雲母〉を加え 7種類に及んで‘いる。自製でほあ

るが結晶片岩6種類の岩プレ写真で既に造岩鉱物の違い

を教えてある。岩プレの出来映えは写真に出てくる。生

徒が作った岩フ。レ写真の一部を参照されたい。調布閃緑

岩には角閃石の境調120。，斜長石の双晶が見え，長瀞の

紅簾片岩には片理に沿って紅簾石が赤い米粒のように並

んでいるのが分る。下手な岩プレ写真でも，生徒l土石英

と磁鉄鉱は鑑定できている。岩プレ写真は最少4枚は

る。種類の多い生徒のは，直交，開放，斜消光，約20

枚。正確に図示して造岩鉱物を鑑定してくる。

自主実習を楽しむ班員のリポートには独創的仮説があ

り，流域観察も現地写真が豊富である。例えば，荒川と

赤平川とが合流している川の流れが，前原不整合のある

国羊－黒谷断層を横切っているが，どのような地殻変動
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植物も実物第一主義

で流れを変えて現在に至ったかの地史推論，約 150mの

聞に 2度も 90° 流れを変えている曲り関！の荒川と近くの

日本一欧穴一帯の川の流れ変移と地史推論など，展開図

入りの楽しい仮説が出てくる。

実習を楽しむ班員リポートには化石の種類も多い。館

谷灰色シノレト岩中にブナ科の葉の葉脈まで黒々と残る化

石，今日の貝と変らない Malletia，右肩の欠けている

Portlandia，ギザギザなウニの一部分と魚のうろこ化

石，五日市高尾沢沿いの黒い泥から珪藻化石と花粉化石

をノレーベで発見，樽良平先生宅でパレオパラドキシアの

歯に触れる女子生徒たち，奈倉の蟹化石，細長い貝で

15佃もあるクルテラス，等。リポート用紙と別に箱で提

出してくる。

意欲のあるリポートにほ，動植物の種類も豊富であ

る。参考書を調べても 1点にもならないので，実際の

葉，茎をちぎって張り付げである。一例を挙げると調布

では，ナズナ，イヌタデ，セイタカアワダチソウ，マツ

ヨイグサ，ヨモギ，イヌフグリ，アカマンマ，ネコジャ

ラシ，ススキ，等。奥多摩でほ，マーガレット，ガクア

ジサイ，ユキヤナギ，ヤマツツジ，イワヒパ，イヌフグ

リ，等。動物ぽ写真が主となる。調布では， ミミズ， ミ

ツバチ，ナナホシテントウ， トノサマパヅタ，キリギリ

ス，マガモ，ハシブトガラス，ホオジロ，スズメ，キジ

パト，シジュウカラ，コジュケイ，カワセミ，コイ，ウ

ナギ，ナマズ，グチボソ，等。奥多摩では，沢蟹，オニ

ヤンマ，キリギリス，ヒグラ、ン，ムササピ，魚拓にされ

たアユ， リポート用紙に張り付けられた大デンデン虫，

等。 4月から10月中間考査まで前期生徒の方が動植物観

察は有利である。その中には調布多摩川中洲で7ヶ月

間，毎週植物変化観察を続けた女子生徒のリポートもあ

った。戦前は調布でアユが釣れたが，今は下流化が進み

コイが中心であるという。
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生徒が発見した化石（実物〉

実習地の拡大平三百図中iこ線を引き，正確な縮尺断面図

であるため計測にも生徒の差が出てくる。マンガ的断面

図に正確なのはない。

リポート提出は班長がまずリポートカードに日付，実

習実験結果要約数値等を記入して著者に見せる。カード

合格すると班員リポートを提出する。一人欠けても提出

できない。

成績は大体次の目安で配点してし、く。岩プレ写真100,

動植物と化石40，流域観察と仮説30，岩石鑑定10，平面

図と断面図10，計測数値とグラフ10，合計 200点。著者

は全体の印象でずばり正確な配点が出せるようになっ

た。後期は二学期と三学期の期末考査各 100点， リポー

ト200点を加え，合計400点満点を 4で割って10点法で評

価を出す。前期は一学期中間，期末，二学期中間考査各

100点， リポート200点を加え，合計 500点満点を 5で割

って10点法で評価を出す。 200点満点「多摩川研究」リ

ポートの過去8年間の平均は男子が110～140点の間，女

子が110～130点の間，最高200点，最低40点はいつも男

子。 1989年度の最高は男子で190点。岩プレ作業中の清

掃片付け不徹底があったため学年5クラスが－ 5，提出

日が 5日遅れたためでである。

「多摩川研究」リポート以外にも， 10本の実験実習の

リポートがある。 1 雨粒の大きさ， 2 雲の発生， 3 

太陽直達日射量， 4 フラウンホーファ一線と Na収吸

スベクトル観察， 5 天体観測 (II月～ 1月， 18時まで。

金星，土星，木星，月面，アルピレオ，カシオベア星団，す

ばる，アンドロメダ星雲，オリオン大星雲，太陽黒点〉，

6 関東ローム中の鉱物発見， 7 岩石実物24種観察，

8鉱物実習（透明方解石の複屈折，光と偏光，形と結

晶，光沢，色と透明感，条痕色，硬度，男開と割れ方，

塩酸反応，磁性〉， 9 大気の大循環と気象観測， 10

金星の軌道。全授業時数（週 3時間〉の約3分の 2は実
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験実習で占められるため，教科書の問題解答をすべてプ

リγ トで配布しておく。知識の整理は生徒自身にまとめ

させ考査範囲に入れる。今の生徒は計算力が弱い。それ

で有効数字を注意しつつ計算演習をやって見せる。いつ

も地学室であるが教室での授業は班別計算演習の時聞を

2回は取る。前期3回（ー学期中間，期末，二学期中

間〉，後期2回〈二学期々末，三学期々末〉の考査中，

1回はすべて計算問題を出題する。走時曲線，アイソス

タシー，フェーン現象，年周視差，ケプラーの法則と会

合周期，太陽放射エネルギー，等。

3年選択科目は20人以上で開講される。地学選択希望

は毎年12人前後であるため開講されていなし、。それでど

うしても地学を学びたい，受験科目にしたし、生徒5' 6 

名のため皆の空き時間を選び， 3年選択地学自主講座を

開いている。 「理科1」と同じ教育出版の「地学」を教

科書とし，西日本書房の「地学整理」を問題集とし，浜

島書店の「図表地学」を図表として使用している。主に

天文，地球物理の計算問題を割り当てておく。週一回，

二人で同じ問題を l題，別々に板書しd必ず図示して演習

させる。教科書の問題解答は著者が加筆削除した指導書

からコピーして配布。知識の整理は生徒自身がサプノー

トにまとめ11月に提出。受験許可。共通一次の時から全

国平均より常に4～16点上の成績を取ってきた。許可を

受けないもぐり受験の若干名が，ちゃんと三鷹高地学平

均を下げてくれている。

6 生徒の反応

昭和52年度から「授業に対する感想反省」を生徒全員

に書かせている。その中で「多摩川研究」リポートに関

する感想を見ておこう。最近，昭和61年度以後のを見て

おこう。 「地学は実験実習が多くて楽しいがリポートが

大変。特に「多摩川」リポートはすごく苦労して泣きた

くなった。」「何んでうちの学校だけこんなめんどくさい

岩プレ作りをしなければならないのだ。」「放課後部活が

あるので朝7時に来たら，もうカッター 3台は順番待

ち。」「今度こそ成功させようと研磨していたら薄片の中

の鉱物がなくなったので涙が出てしまった。」「後期は期

間も少なく朝は寒いし不利だ。」このような不平不満は

多い。 「こんな愚行が伝統なら止めた方がいし、。地学や

るために入学して来たのではない。表面は良い感想を書

いて先生の心証を良くするためお世辞を書き連らねてい

る。地学とし、う学聞にこれほどまでに苦労を強いる価値

があるのだろうか。僕のまわりの皆も陰では不平不満を

吐き捨てている。」このような酷評も過去5人いた。生

徒が現在の自由な批判として何でも言える雰囲気を大切

地学教育〕

にしたい。確かに生徒の負担は大きい。それで時間を上

手に使うことを指導し，他教科に迷惑が及ばないよう注

意したい。野外実習のための交通費，失敗重なる写真現

像代，等の費用もかかってくる。しかし『苦脳を通して

歓喜に至れ』名言通り，次のような多くの生徒らの声に

励まされ著者は更に指導を充実させようとしている。

「石が光を通すなんて思いもしなかった。自分が拾った

石を研磨して鉱物が見えた時は本当に感激した。」「石は

皆同じに見えたし，身近な多摩川のことを全然知らな過

ぎた。多摩川に 8種類も岩石があるなんて。動植物も種

類の多いのに驚いた。」「奥多摩の上流実習で調布との違

いが数値とグラフで、分ったし，動植物もずいぶん違って

いる。」「東京にもこんな大自然があるなんて。汚しちゃ

いけないと思う。地学は足と体で学ぶことが分った。」

「上流実習で班員の友情も深まった。自分たちの作った

岩プレが永久保存されるなんて最高／ 10年後，苦労の

結晶を見に来ます。」「最初， 15枚なんてとても書けない

と思った。でも日原や川崎へ行った今は，もっと大きな

用紙で始めればよかったのにと残念です。枚数制限を増

やして下さい。」「「鷹高生が去った跡は来る前より奇麓」

は氷川でもやりました。ゴミを捨てる人がし、ると思うと

腹が立つ。」「岩プレは他校の友だちに自慢になった。何

か得した気持。」「最初はイヤだったがリポートがなけれ

ば上流に行かなかった。教室だけの授業よりずーっとい

い。」「お互いに友だちの分まで清掃するとし、う生活の面

でも勉強になった。高ーの一番の思い出は上流実習で

す。岩プレの経験と「多摩川」リポートは僕の宝です。

先生ありがとう。」「鷹高地学万歳グ この伝統は是非発

展させて下さい。先生頑張って／」読んでいて最も感動

させられた昭和62年度前期の感想文があった。残念なが

ら見当らないが次のような内容である。一一実験実習中

心の授業だから，自分の眼で見，自分の手で触れ，野外

で体を動かして生じた疑問を追求し研究するという心構

えは地学だけでなく，すべての教科学習に通じている。

反省として身近なゴミを拾う良心の実践。地球環境。人

生社会生活に於ても自分から積極的に行動することが身

に付く第一歩である。一一一方，二年になっても岩プレ

作りに来て合計34枚の岩プレを作った陸上部のW君は，

三年地学自主講座から四国の大学の地学科へ進学してい

る。毎年2人ぐらい地学方面〈地質鉱物，岩石，古生

物，気象，宇宙天文，地球物理，自然地理〉に進学者が

出るようになった。

おわりに

三年の選択必修「地学1」が80人～ 150人で2又は 3
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講座，各学年8学蔽の時代，昭和54年から 3年連続6月

に「城ケ島実習」を実施した頃は，引率教員の問題で煩

わしい経験をした。一年10学級になった昭和58年長瀞実

習を最後に，以後，地学野外実習引率教員は地学科の著

者がすることで、定着した。 30学殻となった昭和60年から

6月， 11月の年2回， 26人を引率する奈倉・長瀞実習に

はマイクロパスで出張として行っている。前期生徒と後

期生徒と 1回ずつ。昭和57年度から始めた多摩川実習

は， 58年度まで物理，化学の先生に引率同行していただ

いた。 59年度からは調布多摩川が学校と著者，生徒の住

居から近いこともあり，生徒の自主的実習とした。地学

教員が偶然，多摩川で自主実習生徒と出会ったので、指導

している，という形式をとっているため出張扱いではな

い。昭和60年度から63年度まで前期は 4月 5月の 2回，

後期は11月に 2回，土曜日の午後，年4回の多摩川現地

指導，平成元年から前，後期の 4月と11月に 1回，年 2

回の現地指導を続けている。 1回で約220人。ー学年全

員が行なう多摩川実習の目的は前述13点もあるので，調

布だけでも 2' 3回，班員同志で、やっている。地学教員

が出張扱いでなく実践してきた多摩川実習，岩プレ写真

を含む「多摩川研究」リポートが，後輩たちのため是非

続けて欲しいとなり，三鷹高の伝統になっている現在，

自由と自主の研究と授業こそ教育現場の基本姿勢であら

ねばならないと痛感している。今回は「多摩川研究」リ

ポートの具体的内容を詳しく紹介できず残念であるが，

植物鑑定リポートなどを見て逆に生徒たちから勉強させ

られ感謝している。調布多摩川京王線鉄橋から上流の多

摩川原橋までは自然の川岸と段丘が残っている。一方．

京王線鉄橋から下流狛江方面のダムまでの川岸は，コン

クリート護岸工事が進んで、いるため生態系が変ってしま

った。多摩川原橋でも「あと何年ここで実習できるか」
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と生徒たちの声。自然のままの多摩川を残して欲しい。

奈倉・長瀞実習は希望者が多くなってきているため，残

念ながら抽選で26名にしている。参考のため優秀な先輩

リポートを借りて見せている。岩石切断機を立体的にス

ケッチしたリポートに驚嘆の声を発する生徒たち。この

ようなスケッチ力はペーパーテストでは分らなし、。リポ

ートには生徒の隠れた能力が発揮されてくる一例であ

る。

確かに自分なりに指導は発展させてきた。しかしこの

ような拙論を書く上にも多くの先生方のご指導と助言が

力になっていることが嬉しく懐しく思い出される。昭和

54年，都立教育研究所主任指導主事高野貞先生には岩

プレ作り実践を通してコツを，東京学芸大学教授榊原雄

太郎先生には長瀞実習で実践上の要点と方法を，都立雪

谷高校教諭宮本貞夫先生と東京学芸大学附属高校教諭岡

重吉先生には城ケ島で具体的な実習方法を，教えていた

だき貴重な文献資料もいただいた。これらの経験はその

後の生徒指導に有効に生かされてきた。改めて先生方に

深く感謝の意を表したい。
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XV,No. 5 東京教育大学理学部岩石・鉱物学教室

増子正一：岩石プレパラー卜作り実践指導ー「多摩川研究」リポートと授業全般一地学教育 43巻， 5号， 157
～167. 1990。

〔キーワードコ多摩川実習閃緑岩岩石プレパラート 片付け清掃連帯責任実物主義

〔要 旨〉 多摩川実習で採集した閃緑岩を岩石切断機で、岩石薄片にする。薄片を鉄板とカーボランダムで研磨

し，スライドガラスに焼台で熱したレークサイトセメントで接着，ガラス板とアランダムで仕上げ，カパーガ

ラスを薄片上に接着。片付けと清掃は連帯責任で厳しい。焼台洗い合格者のみに岩プレシールを渡す。カメラ

と分光器と偏光顕徴鏡との接続，開放ニコノレと直交ニコルとで造岩鉱物鑑定を指導。岩石，動植物も実物主
義。作業は大変だが岩プレ作りと「多摩川研究」リポートの伝統は是非発展させて下さいという生徒たちの希

望が分った。

Masakazu MASHIKO : Practical Teaching on how to make Rock Prδparat-Report on“An Inquiry 
into the River Tama”and Earth Science Lessons in General ; Educat. Earth Sci., 43 (5), 157～ 
167, 1990. 
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紹介

鷹村擢（代表者〉建築学及び岩石学から見た石材と 早津賢二妙高は噴火するか一妙高火山の生いたちを

都市美一一原色石材図鑑一一A5-470ページ松永書 探る－ B 6 148ページ新潟日報事業社出版部

店平成2年4月 15,000円（税別〉 1990年 7月 1. 000円（税込〉

本書は広島石の会10周年を記念して同会より出版され ナウマン象の化石で有名な野尻湖から西を眺めるとな

たものである。本書は，広島市と福山市を中心に調査， だらかなt星野をひいた山が 3つならんで見える。そのー

研究の成果をまとめたものであって，建築石材地方誌の 番北側の高い山が妙高火山である。中央火口正の妙高山

性格が強く，本書に石材の全般について，また全国の建 (2445.9）をとりまくように神奈山・前山・赤倉山とい

築の資料を求めようとしても無理である。しかし，石材 った外輪山がならんでいる。この本は長年にわたって妙

各論として 131頁， 213種，外国の産地を含む地質図 64 高火山を研究（妙高火山群ーその地質と活動史－， 346 

図，大きさ55×22mmの石材のカラー写真 201点，モノ ページ，第一法規， 1985）された著者が妙高火山の生い

グロの顕微鏡写真 158点は，日本で使用されている石材 たちをやさしく解説されたものである。

の大半，外国産のものはほとんど全部を収録しており， おもな内容は， 1. 妙高火山のすがた， 2. 最後の大

石材図鑑としての役割は十分果している。また，この種 噴火， 3. 2万年前の巨大な山津波， 4. 山くずれ前後

の出版物が少ないだけに貴重な資料でもある。 の妙高， 5. 妙高火山の一生， 6. 妙高の生まれる前，

なお，建築学の研究者による「石造建築の変遷」と 7. 妙高は噴火するか， 8. 妙高と私たちのくらし。

「建材としての石材」はふだん私どもの目に触れにくい 最後の大噴火の項では，火山噴火の 3つのタイプー溶

内容の紹介だけに，興味をもって読ませていただいた。 岩流出・火山灰放出・火砕流ーを基礎的な解説をし，妙

本書でも指摘しているように，日本の文化は「木の文 高火山東北部に広い分布を示す関山石が火砕流という熱

化」で，ヨーロッパのように「石の文化」は我国には存 雲堆積物であることを明らかにした過程が述べられてい

在しなかったとさえ言われている。今日，厚さ 1～2cm る。妙高火山の活動史は第 1期から第4期までの 4回の

の薄っぺらな“ピル用石材”の氾濫は，それが世界中か 活動期とそれぞれの活動期にはさまれた 3回の休止期に

ら来たものであっても，ほんとうの石の文化は日本では 区分され，活動期の長さは，いずれも 2～ 3万年くらい

育っていないことを，本書では訴えたかったものであろ である。妙高火山は単純な 1つの火山というより， 4つ

う。 の独立した火山が縦に重なってできている。古い世代の

1 はじめに 火山と新しい世代の火山が重なって，全体として 1つの

2 石造建築の変遷 火山のようにみえる火山を多世代火山と呼ぶことを提唱

3 石材の岩石学 されている。四世代火山である妙高火山の生いたち，妙

4 石材の強度や耐酸性 高の生まれる前から今後の噴火（予知〉までがわかりや

5 日本石材の輸（移〉入先 すく解説されている。

6 石材各論（北欧・中欧・イベリア半島・南欧・中

近東・印度・東亜・アフリカ・アングロアメリ

カ・ラテンアメリカ・オーストラリア

7 広島・福山に使われている石材

8 広島・福山で使用されている石材の施工場所別・

業種別の色徴の特徴

9 建材としての石材

石材の素材感・石材の色調・石材の表面仕上げ

と壁の工法・石材の使用例

10 あとがき

付表石材を中心とした地質年代表

（稲森潤〉

(K • H) 
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日本学術会議だより Ko.18 

第15期日本学術会議会員の選出手続き始まる

平成 2年 8月 日本＇｝： 11)'.j会議広報委長会

＇－%ミ今ミミcると，6民＇－%＂－＜る＂＜%ミζ悼δ＞＂＇＂い今斗命ご江C旨之内コ民巴冷ミ0ば民c主幹δ悼~＇るこユ今ミ年ミ今之江cネミ2？＇－＜ネミ今ミ今＂＂0＇＂＇主主今日料今ミδ民c寿記悼今ミLδ悼年〈活排

II Jj,: ＇＇；：川＞J会 ；i~~ では，」）L{1, ~d:JJUJ会 ii を選出するための子統きがjffiめ ~） れています。今iυiのlj本’γ：郁l会，；長だよりでは，
そのTーがじきの概要に ｝Jll えて，米年度に｜剖 rn：される共＇＂］主fi{:_~E］／：祭会議？会について，おおl らせいたしますの

巴おも5悼δ悼今-l>＇－%＂－＇－%ミC云ミキミδ体0ミC詰之江手記ヤミc当時悼~＂＂＇6うミ玩》ミ巴みミc主幹c平日シミδ民cることδ民巴る＂~~＇》こ＂~詰と今ミ巴るミcるごHると沼シ＂~＇るミ今ぽ悼巴るミ今ミ

第15期日本学術会議会員の選出について

f l本学Hf会議では， JJI.{1＇節目 J!Jj会n( H:JUJ : ・1勺J'X.3 -'r-
1 n22 r 1から 3年！日J）を）_'fl!iJ＼するための了二続きがj色められ

ている。

先般， 11計J）グ〕丁お・i:きとしてー 6 }j;.fd:lをおむ切JlJJ1;Jzrこ， 各
小術研究［－J］体からの｛.~J.;/;ljl 日11J：の交付が行われた心今［11j!JI,;r'J'ー

のあった!-JI体数は， 942[J]f本であったり

今後iJlさ続き-frわれる子献しさとその uれの胤Ill九は；たのと

おりである。

〈平成 2年〉

・9 JJ U1J· －－－－·・・… －｛，~Jfd~1Hi； 県の）i自主II
II －－－－－－…・・・I立J！主初f'j't.J主将J,;:;Ii会（ii:) につ~－，て

のよ！＇.1;!,~： i:lf:<_ 

. 11月初日までー…・Ji.U！主同冗j主持VJ!会の指定

• 12JJJJ1J・・・・H ・－－…会ii の｛！）~~Ill 者の選定及び-w~1x1；人のJ日
r，の｛／什i((

〈、！と成3年〉

• I ) J 31日まで…・・・会l［の｛民知／Jri－の！日Ill',のおi；切り
• 2 JJ 20 ［！まで・・・ー・推，；－：；人（子11iiJri－を合む） のlitlli；の前

七リり

・3J J 20 [Jまで……会Hのわ：Minーのすt杭の.i.2-1-C':s：の通知1

. ~－） Yl卜＇'i1J・・……・・・ ・・Ht1t1；人に会議｜井Jill：等の.iili生ii先送

• 4 }j 20日まで・ー・・・くわ；f!fi:f!-PlJf系＞ ~··~議の f!1 II'.に刈寸るjた

A二

・sn rt•'iu から

6 JJ U1Jまで.・・1ii:：的人会議（会HJえひ中iii欠の会以と

して拍J[iiすべきず；を決定）

•. 6 JJ ij 1 'i1J…………日本学術会議を志士山して内｜別総王＇！＼大

日へ推1t1t
• / n22日...・ H ・－…節目JtJJ日本’γ：術会説会Hの任命

uu l立J ）主制プt ！主桁~J,;:; fl 会：？｛1FJ~!f究じ1-1体がその日 flリとす
る＇＇／：術研究の； ii[域と／RJ；主するjiff’'J't！主持委民会として，

fill け II ＇，た研究述桁妥H会。 '11 ！け；j•，たほj述研’先＿；~H品安 11
会が自数あるときは， 日本ザ：f1Ff会議会長は， Z主f,fc'.'／：術
研究団体の；{j：比を~：t) ~ 、て関連研究j主総委長会を指定

〈会員選出手続きに関するフローチャート〉

学術研究団体

審査（会員推薦管理会）

登録学術研究団体

※推薦人会議

会員として推薦すべき者
210人を選考・決定

関連研究連絡
骨一委員会の指定

（会長）

日本学術会議を経由

内閣総理大臣

任命

第15期日本学術会議会員
(210人）

※ 指定された関連研究連絡委員会により区分

~れた学術研究領域こtとに行われる（下記の

（：討を参照L

( 1;1~定）する。

XJJ,ViリドsiiJI’）c/-1111－＇＇土， このJ行3とさ jLたはJ;1日11"5Uli主任
をH会によ IJI五分された＇？仙 fill究の~w！えことに，会l[
の｛｜先制l行止ひ行（； i）＇’：；人をhi；け／［＼ることになる。
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平成 3年（1991年）度共同主催国際会議

本会議は，昭和28年以1;:t,'.'.f:fiJ:s関係口市？会議を関係学術

研究団体と共同主IWしてきたが，平成 3年（1991年） ）主に

は，次の 6[_iiJ際会議を｜井Jfir『することが， 6B19日の閣議で

了解された。（カッコ内は，各LEIF示会議のlJlJHr.JPJll¥JとIJrHH:地）

・?tl21回凶際農業続出学会議

（；、F成 3年 8}] 22日～29日，京京都）

共Hi'.IJ］体：日本民主悦i六学会外.± "i：会

+L±Jf察医HJ物埋・生体工ゴ：会議（ tr~ 16 Lii ][t[ 1：~~ 12；川主体工q:

会議・部 9凶J;li］際医学物迎会議）

（ユド成 3年 1n 1日～12日， 京都市）

共催団体：（社）日本エム・イ一学会外 l学会

・Ji］際純正・応月j化学述合199lllclI祭分11¥H・＂／：会議

（ユド成 3年 8]] 25 El～31日， TJ¥':Jli) 

:Jtfll！日1体：（担）日本分析化学会

4砂第22回国際シミュレーション＆ゲーミンク学会総会

( ~， rz r.北3年 7rJ 15 El ～ l~l 日，京都iii)

共ft¥'.[]11￥：日本シミュレーション＆ゲーミンクγF会

+-fJ抗ll対論に関する第 G位！？ーセルグロス7 ン会議

（：＇￥成 3年 6}]23 日～ 2~）日，五〈布1;iJj)

j七Ill：日H本：（干J）日オiヰ勿男i：，、

4砂江：22凶国l;hi動物行動＇.＇'j，：会議

｛；、ド成 3年 8月22tl～29［：］，京市di)

共JH＼団体：日本動物行動学会

第4部報告ー科学技術庁大型放射光施設建設

計画について（要旨）

（千成 2年 5JJ 25日， ti'l755lDl!:'.1；営審議会ノム出）

Cf~／： m机約一下｛店、といわれる利学技術庁大！＇；＇！放射光地誌

が尖施段階に入勺た。このような大！＼リι没の）lj目前な：建設，

持HOJi去のイf効利]flのためには，研究者，扶fij;f:{i－の努力はも

とより， l月j主政府諸機WJ相互の些l'.W(0と協力が不可欠である。

我が国の放射光研究開発はこれまで大’子等），l~j在的研究機関

を中心として発展してきたのであるが，その悦服と）北米は

今回の大i¥'!J十回iにおいても活用され， さらに発反せられる

べきである。日本"f:j1j:j会議は，先に「大学wにおける’γ：術
1iJf究の・Hl:i正について一石）｜究設備等のl！日主化にi叫する緊急J立

三一（平成7じ年第 107凶総会勧；~~）」において，大学';If と各省

庁研究機i到の間の石］｜究は11iiiの相rn：利用，石）｜究才；・の＋1mv:；え

の必要性を指摘した。部 4 部は，今回の科学校体sh＇ の）~i＼＇~

故射光地訟の社L泣jえび共同利川がその取裂なよし体例である

と判断し，物理，、／：， ~＜＇i；品ザ：， 1ー：物物里Hヴ：三研究j似た kH 会

委孔長より日本＂！：制：J会議会長あての1t1入れにもとついて本

報公をとりまとめたものである。

化学研究連絡委員会報告一大学における研究

環境，特に研究実験室のスペースについて
（要旨）

（〉ド成 2年 5}J 25日 部7551!1］）~仕事議会 if＼認）

我が[lij におし、ては， ），kM＂. 干、l学の%~！？！·がllJJ ばれながら，大

学当；の研究部J:jlの改善はi之L、Jill取り残されたままである。

日本学f1!:j会議化学jiff究述桁安上｛会の，V/;J"ftによると，我が

!Jlの大学における化学関係の宇中｜の研究実験主のスペース

を研究者一人当たりにした場合，欧米の大＇.＇'i：と比べて 2分

の lから 3分の lのjよさに過ぎず，実験f；や戸十日lなどの llj

める而Hiを勘定に入れると，実目的には 3分の lから 4分

L地学教育

の lのスペースしかない極皮の伏陥さである。

各組の危険をH・う化学史！肢の安全性を時保するためには，

大手：等の研究実験のスベースを政木（J(jに改善することが絶

対に必要であり，差し当たり JJL:i'r：のffri引をf;",:J1；うする必要が

ある。

日本学術会議主催公開講演会開催のお知らせ

本会議では，このたび，次の 2つの公開講i¥i（会をrrn1m’い
たします。必JJ:, 多数の万々の註ll米J坊をお原j［＇、します。

I 公開講演会「高度技術と市民生活」

・日時：平成 2年10}J 13日（［：）Bil与30分～17日3
．会場：」＼i+ ~1, ~ti: mr fi'ii 111：ーセンタ一大ホール

(J＼・ Ji］；り，~）JJI京 m；社町 H.26番地）

．演題と講演者

①「；（；ji1JjJ'化社会と；＇（ ;jJi技術」

n；〔iT j立美（抗 7 百i；会Jし京）；（ ilfilftiJiiJJ；；；己 I~こ lと）

②「iiげけ：＿ii1iと？：：j)!,i:：技術」

.JE!IJ ！、10（江i2部会H，上i"i＇大学教段）

③「地域ikB"U· と人川主導叩lj:',•j ）主 .JJfii:J'」

竹内 i／年（白＇＼ :3部会；1.}.JO；け－－：＂f:;ifj.d叉）

JI 公開講演会「資源エネルギーと地球環境に隠する展望J

・日時いI；：成 2年10JJ 30日｛火)1:)日与～171!、？

・会場：日本学f1!:j会議議；；；；，：

（京京都世l豆六本木 7-22-3..J.) 

（地下鉄「千代!JI~：~ji」乃木JJX:以下11i:徒歩 l 分）

．演題と講演者

①「人！日！と球出」

大山 tkfr ( ~＼ ..J.部会.i;LYtili rn大学教技）

①「エネルギ－fdlJ;(_j

石井 ・－h他（出 5i'il；会iしょ＋o；（大学教民）

③戸エネルギーとW'f.i丙！日j）起」

!Ill武保夫（あ 3~ii；会ii，立正大！γ：教授）
④「エネルギーとCOz対策」

上之I~ミリJl(J,: （泊 5(fl；会ii, i!l1H大学教授）

女 Jil1j,;/lfiii（会とも，入場~，I津｜です。

【問い合わせ先］

日本年：11！日会議事務J;,jI.!！：務課「公JJ}J;:/li:i'¥ii会係」

，；~， \i1i 03 ..J.03 G291 内示出 227, 228 

日学双書の刊行案内

日本ザ：f1Jlj会，ill'.の総会、jf;_ぴに；Lill：公IJ}J,¥//j出会のii己3止を rj1心

にflrti集さjL たよl＼.の日ザ：双古がFlJ行きjしました。

・日学双書 No.7「地球環境問題」

・日学双書 No.8「人聞は地球とともに生きられるか」
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アンケート回収教2.899通（8月15日現在〉

一一集計は 9月30日時点で

4月に配布されましたファーストサーキュラーには多

数のご回答をお寄せ下さりありがとうござし、ました。

ファーストサーキュラーにはさみ込まれたアンケート

の締切日は7月15日でしたが，その時点での回収数は

1,860通でした。その後7月末日には2,561通となり， 8

月15日現在で2,899通に達しました。

下表は地域別応募数の順位です。 7月後半になってか

ら特にアジア， ソ連，東欧・南欧からの回答が増えてい

ます。 (8月15日現在，カッコ内は 7月16日の集計〉

欧州 592通（352通〉 アフリカ 95通（40通〉

アジア 573通（329通〉 オセアニア 62通（63通〉

日本 535通（429通〉南米 49通 (16通〉

北米 534通（423通〉中米 20通 c8通〉

ソ連 409通（200通〉

回収状況を記録が残っている前々回パリ開催の IGC  

-80と比較すると，応募状況がよくにている事が分かり

ます。

パリでは，締切日時点で2,279通の応募が，その後の

2ヶ月間にほぼ倍の 4,607通となり，約1年後のセカン

ドサーキュラ一発送時に合計5,940通になりました。実

際の会議に参加した人はその83%に当たる 4,883名でし

Tこ。

I G C92京都の場合，締切日の応募者数はパリの約20

%減ですが，その前後の回収傾向はパリの場合とよく似

I G C-92事務局

ています。最終的な参加者数については今後1カ月程の

回収状況で判断することができると予測されます。

これらの状況から，第一次アンケートの集計は 9月30

日時点で行うことにし，これにもとずいて次の計画の手

直しをしていくことになりました。

環境問題や資源問題に参加者多数

アンケートの途中経過を一見すると「第四紀環境問

題」， 「鉱物資源」， 「太洋と大陸地殻の進化」， 「西太

平洋のテクトニクス」，「堆積盆解析」等のテーマに多数

の応募があることが目立ちます。この傾向は巡検にも現

われています。さらに今後の集計結果では変わる事も予

想されますが， I G C-92に対する世界の期待が今後ど

のように現われるか注目されます。

この度事務局の略称を「 IG C-92事務局」とするこ

とにいたしました。正式には従来どうり「第29回万国地

質学会議事務局」です。

I G C-92についてのご質問は下記事務局あてにお寄

せ下さい。なお IGC-92事務局では毎月地質調査所か

ら発行される「地質ニュース」にも事務局ニュースを連

載していますので併せてご覧下さい。

問合せ先：干305筑波学園郵便局私書箱65

第29回万園地質学会議事務局

（略称 I G C-92事務局〉

Tel. 0298-54-3627 

Fax. 0298-54-3629 
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文献案内

園地質ニュース 425号 (1990年 1月〉

口絵〈カラー〉 阿蘇火山の噴火 サンフランシスコ

周辺のフランシスカンコンプレックス 高エネノレギ一物

理学研究所シンクロトロン放射光施設

岡野武堆：韓国の非金属鉱物資源（8），飯田厚夫他：シ

ンクロトロン放射による岩石のX線マイクロプロープ分

析，鈴木討元：アメリカ南西部への地質の旅，木村克己

：フランシスカンコンフ。レックスの見聞録。

（短〉岸本文男：最近中国で発見された新鉱床

園地質ニュース 426号 (1990年2月〉

口絵（カラー〉阿蘇火山最近の噴火活動

池辺伸一郎・源辺一徳：阿蘇火山中缶の最近の活動，

岡野武雄：韓国の非金属鉱物資源（9），大久保泰邦・村田

泰章：究極の地熱資源量評価，金井豊：ウランと先端産

業，吉井守正：九州地域地質センターの未公表資料が語

る戦中戦後史，脇田浩二：アムーノレ川を流れて下る友情

船

園地質ニュース 427号 (1990年 3月〉

口絵（カラー〉オーストリアの Felbertal灰重石鉱床

中山大樹：資源・エネルギー・環境問題とバイオテク

ノロジー，伊原征治郎：エネルギー資源と環境，川幡穂

高：地球表属の炭素の循環，武内寿久繭・佐藤興平：オ

ーストリアの Felber~al 層準規制型灰重石鉱床，鈴木尉

元・小玉喜三郎：ライマンコレクションを訪ねて，副見

恭子：ライマン雑記，岸本文男：温泉の水滑らかにして

（中国の温泉） (3), 〈短〉岸本文男：最近中国で発見さ

れた新鉱宋

園地質ニュース 428号 (1990年 4月〉

特集：物理探査の最近の話題から 口絵〈カラー〕日

高における反射法地震探査，地震探査室内モデソレ実験，

CSAMT法探査，重力調査と GPS.

本座栄一：物理探査の特集にあたって，佐藤功： Eos

計画の現状，中塚正：地質調査所におげる空中磁気探査

の歴史と将来，大熊茂雄・金谷弘：岩石磁気と磁気保査，

森尻理恵・富士原敏也：地上磁気探査の話題から，駒沢

正夫・杉原光彦：重力探査における GPSの利用可能性，

内田利弘・高倉伸一： CSAMT法のすすめ，小川康雄：

MT法による地下構造探査，横倉隆伸・宮崎光旗：深部

地殻探査の関門ノイズ，桑原保人・木口努・伊藤久男：

断裂系探査のための VSP実験

〔地学教育

園地質ニュース 429号 (1990年 5月〉

特集：物理探査の最近の話題ー続き 加野直己：ヒュ

ーストン大学 SALの地震探査モデル実験装置，中井順

二：海底核物理探査一英国の現状を中心にしてー，武井

由之：本邦物理探査：調査研究活動の動向，浦井稔：岩

石・鉱物の反射スベクトルデータの公開について，広島

俊男： 20万分の l重力図シリーズについて。

口絵（カラー〉アメリカ西部のカーリン型金鉱床，ノ

チール号による北フィジー海盆拡大軸の潜水調査。

柴田賢：最古の岩石，その後一アミツォク片麻岩から

アキャスタ片麻岩へー，富樫幸雄・中村光一：アメリカ

西部の金鉱宋を訪ねて（3），金沢康夫：ペネズエラの鉱工

業見聞記，大久保泰邦：サンフランシスコから－ AGU 

講演会とロマプリータ地震－。

圃地質ニュース 430号 (1990年 6月〉

口絵〈カラー〉南極への招待ーその大自然一

佐藤興平：プレートテグトニクスの創始とその発展に

対する貢献に日本国際賞， w.J.モーガン：プレートテ

クトニクスから地球夕、、イナミクスへ， D.P.マッケンジ

ー：プレート境界での溶融， x.ルピション：海溝プロ

ジェクトとプレートテクトニクス，高山正久・寝川旭：

誉田断層周辺の地震跡，安原正也・安池慎治・丸井敦尚

・鈴木裕一：電磁波式土壌水分計，立見辰雄：グリーン

ランド素描，岸本文男：中国の鉱物資源（1）ーその長所と

短所一，富樫幸雄・中村光一：アメリカ西部の金鉱床を

訪ねて（4），ニュージーランド便り（1）。

園地質ニュース 431号 (1990年 7月〉

特集：地質標本館開館10周年 口絵〈カラー〉展示室

の主役たち（鉱物と化石〉。

石原舜三：地質標本館と地球科学，糸魚川淳二：地学

系自然史博物館の理想と現実，小畠郁生：日本の博物館

世界の博物館，豊造秋：鉱物畏示の多様性一欧米の博物

館の鉱物展示ー，倉田弘：つくば市と地質標本館，砂川

一郎： OBからみた地質標本館，坂本亨：戦前の地質調

査所の標本艮示，松原秀樹：溝の口標本室回顧，松江千

佐世：地質標本館のできるまで，神戸信和：地質標本館

の設立計画から開館まで，山田直利：組織改変後の地質

標本館，神谷雅晴：地質標本館一現状と展望－，坂巻幸

雄：地底に潜る博物館ー産業遺跡としての鉱山跡とその

再開発，ユニークな地質系博物館シリーズ①奥山康子・

坂巻幸雄・豊造秋：博石館，②佐藤喜男：ナウマン象の

全身復元骨格の見られる自然史系博物館，小沢泰子：地

質標本館ひとめぐり，地質標本館年表，宮本昭正・竹内

三郎：地質標本館を支える特殊技術，佐藤喜男・利光誠

一：地質標本館のレプリカ標本の作製他。
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園地質ニュース 431号 (1990年8月〉

特集：地震と地盤ーサンフランシスコと関東一東海

口絵（カラー〉サンフランシスコ（ロマプリータ地震〕

関東平野の地震と地盤 上石田瑞穂：関東一東海地

域の地震活動とプレート構造， II.長谷川功・駒沢正夫

：関東平野の基盤構造， ill. 多田完：関東平野の地殻水

平変動， IV. 石橋克彦：首都圏直下の大地震活動の消長

と東海・関東巨大地震， v.遠藤秀典：首都圏の第四系，

VI. 大嶋和雄：東京湾周辺の埋立地， VII. 遠藤秀典：液

状化による地震災害。

地盤と防災のエンジニアリング I. 片山恒堆：地盤

と地震災害， II. 山崎文雄：地震工学における地盤の扱

い， ill. 小長井一男：地中構造物の耐震設計。

地震の予知と防災一今後の問題ー

圃環境；育報科学 17巻1号 (1988年 2月〉

特集つくばシンポジウム

近藤次郎：「地球の未来を守るために」について，岩

城英夫：生態学からみた環境科学，内向島善兵衛：；農業生

産と環境，内藤正明：環境問題の変容と環境研究の方向，

三村清志：パソコンの利用による自然環境情報の管理，

磯部一洋：地下地質環境の解明とその利用，小玉祐一郎

他：住宅地開発と自然環境の保全。 くその他・略＞

圃環境情報科学 17巻 2号 (1988年 5月〉

特集：環境技術協力

大来佐武郎：環境分野における日本の国際協力，作本

直行：アジア各国におげる環境問題と日本の協力，内田

顕：環境技術協力における開発調査の経験一大気汚染対

策調査を中心として一。 くその他・ sa.>
園環境情報科学 17巻3号 (1988年 8月〉

特集：都市の環境開発

錦織英二郎：新たな都市の居住環境，熊谷洋一：都市

の自然回帰，坂本勝比古：歴史的環境の評価と保全，西

淳ニ：都市地下空間の活用，小柳勝彦：消雪用地下水に

よる地盤沈下の実態と対策 くその他・時＞

E環境情報科学 17巻 4号 (1988年11月〉

特集：農林業の環境保全機能

糸賀梨：；農林水産業の環境保全機能と生物資源の持続

的利用，武内和彦：環境保全機能と農村環境、ンステムの

再編，窪谷順次：農村計画と環境保全 くその他・略＞

圃環境情報科学 18巻 1号 (1989年 1月〉

特集：リゾート開発

下河辺淳：し、まなぜリゾートと開発，藤内誠一：わが

国におけるリゾート開発史，小野寺浩：自然環境保全と

調和のとれたリゾート開発，中山大二郎：リゾート開発
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と地域環境，第2回環境研究発表論文集・基調講演：沼

田員：人間活動と環境保全の調和について，吉村広三：

廃棄物の海洋投棄，吉野昭夫ほか：土壌断面における希

土類元素の濃度分布，福原道ーほか：ランドサットデー

タによる砂漠化程度の評価 くその他・略＞

圃環境情報科学 18巻2号 (1989年 5月〉

特集：有害化学物質と環境汚染

不破敬一郎：有害化学物質と環境汚染，中杉修身：環

境中の有害化学物質の挙動と環境汚染の実態，畑野浩：

有害化学物質の環境安全性と環境汚染対策，安野正之・

岩熊敏夫：有害化学物質による環境汚染と生態系影響，

中舘正弘：化学物質の安全性にかかわる 4情報について，

久保田稔：愛知用水の水利用。 くその他・略＞

圃環境情報科学 18巻3号 (1989年 8月）

特集：地球規樺の環境問題

林障：環境問題と地球化，西岡秀三：地球温暖化影響

と対処戦略，坂東博・秋元肇：オゾン層破壊－現象の解

明とフロンガス規制一，杉村行男：異常気象と気候変化

一科学と政策ー，熊崎実：熱帯林の破壊と地球の温暖化，

門村浩：世界の砂漠化一最近の傾向一，幸丸政明：野生

生物種の消失，立川涼：地球規模の海洋汚染ー有機塩素

化合物を中心に一，後藤典弘：有害廃棄物の越境移動問

題，松村隆：資料「地球環境問題関係年表」

くその他・略〉

園環境情報科学 18巻4号 (1989年11月〉

特集：地域環境の創造

盛岡通：地域を創り環境を育てる喜び，楠本倍司：；農

村における地域環境の創造，小山善彦：都市荒廃からの

蘇生一英国グランドワークのダイナミズムー，勝野武彦

：西ドイツにおける地域環境の創造。

フォーラム：「環境」としづ言葉の広がり一法律で用

いられている「環境」，環境条例シリーズ⑧ゴルフ場に

おける農薬等の安全使用に関する指導要綱，フロンガス

をめぐる最近の動向。 くその他・略＞

O地質ニュースは地質調査所編集，実業公報社発行

。環境情報科学は社団法人環境情報科学センタ一発行
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役員選挙に関する告示

平成2年 9月30日

正会員各位

日本地学教育学会選挙管理委員会

評議員候補者の推薦について〈依頼〉

「役員選挙についての細則」に基づいて，平成3年度～5年度3年任期の評議員の選挙をいたしますので，細則に

より，評議員候補者の推薦をお願いいたします。

〔参考〕 役員選挙についての細則

5. 評議員候補者の推薦は，正会員3名以上の署名捺印した推薦状に本人の承諾書を添えて，推薦者が

12月 1日から12月25日〈消印有効〉までに，選挙管理委員会〈事務局〉に届けるものとする。

（注〉 会則および細則の全文は， 「地学教育」第41巻第4号（1988年7月〉を参照して下さい。なお，会則の一

部は，平成元年の臨時総会で変更になりました。 （平成元年6月26日付けで，会員各位に配布した原案通り〉

現在の評議員は，下記の通りです。

1) 平成2年度で，任期の切れる評議員〈再選を認められています〉

北海道・東北地区：前田保夫，関東（東京〉地区：鈴木将之・高瀬一男，中部地区：西宮克彦，近畿地区：小林英

輔，中国・四国：秦明徳，九州・沖縄：田村実。

会長指名：熊谷勝仁・横尾浩一・佐藤文男・下野洋・渡嘉敷哲・柴山元彦・横尾武夫。

2) 平成2年度で，副会長（会則第11条第 2項＝会長が評議員の中から指名する〉の任期が切れる方（評議員とし

て再選を認められます〉

山際延夫

3) 平成 3年度も，評議員の任期がある方（推薦しでも無効〉

北海道・東北：武山宣崇〈宮域〉・古谷 泉（北海道〉，関東（東京〉：増田和彦（東京〉・菅野重也〈群馬〉・蒔

田真一郎（東京〉・円城寺守（茨城〉・石塚登〈神奈川〉・石川秀雄（千葉〉，中部：木村一朗〈愛知〉・水野

閲映（福井〉，近畿：小倉義雄（三重〉・留岡 昇〈京都〉，中国・四国：吉村典久〈広島〉・赤木三郎（鳥取〉，九

州・沖縄：飛田員二（熊本〉・上竹利彦（鹿児島〉。

会長指名：木下邦太郎・名越利幸・間々田和彦・新城昇・石井醇・岡村三郎・栗原謙二・榊原雄太郎・島貫

陸・水野孝雄（以上東京〉，矢島敏彦（埼玉〉 ・長谷川善和（神奈川〉 ・松川正樹（山梨〉。



日本地学教育学会 役員名簿

会長

副会長

平山勝美（東京・平成2・3年度〉 （〉内は任期

小林 学（東京・平成2・3年度〉

山際延夫〈大阪・平成元・ 2年度〉

評議員（申印は，会長指名者＝会則第11条 3項〉

任 期 平成2・3・4年度 平成2・3年度

地区〈定員〉

北海道・東北（ 3)

関東（東京〉 (9) 

中部（3)

近畿（3)

中国・四国 (3) 

九州・沖縄 (3) 

評議員兼常務委員長

評議員兼常務委員

武山宣崇〈宮域〉

増田和彦〈東京〉

蒔田真一郎〈東京〉

石塚 登〈神奈川〉

木村一朗〈愛知〉

小倉義雄（三重〉

吉村典久〈広島〉

飛田県二（熊本〉

本木下邦太郎（東京〉

＊名越利幸（東京〉

＊間々田和彦（東京〉

本新城 昇〈東京〉

$石井 醇〈東京〉

＊岡村三郎〈東京〉

＊栗原謙二（東京〉

＊榊原雄太郎〈東京〉

＊島貫 陸（東京〉

本水野孝雄〈東京〉

＊矢島敏彦〈埼玉〉

＊長谷川善和〈神奈川〉

本松Jll 正樹〈山梨〉

古谷 泉（北海道〉

菅野重也（群馬）

円城寺守（茨城）

石川秀雄（千葉〉

水野閲映（福井〉

留問 弁（京都〉

赤木三郎〈鳥取〉

上竹利彦（鹿児島〉

平成2年度

＊前田保夫（山形〉

＊鈴木将之（栃木）

＊高瀬一男（茨域〉

＊西宮克彦〈山梨〉

＊小林英輔（大阪〉

＊秦 明徳〈島根〉

本田村 実〈熊本〉

＊大沢啓治〈東京〉

ホ熊谷勝仁（東京〉

市佐藤文男（東京〉

ホ横尾浩一〈東京）

＊下野 洋（東京）

＊渡嘉敷哲（埼玉〉

＊柴山元彦〈大阪〉

＊横尾武夫〈大阪〉

監 事 買手屋仁（東京・平成2・3年度〉 鈴木 ~義〈東京・平成 2 年度〉
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